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第 3節　午王山遺跡出土弥生土器の編年的位置づけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿 沼　ᖿ ኵ

１　はじめに

  本稿は、午王山遺跡の୺せ遺構である弥生時代後期の環濠集落の成❧とᒎ㛤㐣⛬を明らか

にするために、時間ⓗ఩⨨࡙ࡅとᩥ化ⓗ系⤫ᛶを土器によって述࡭ることを目ⓗとする。午

王山遺跡を஌せる武蔵野台地周辺の弥生時代後期土器編年◊✲は、≉に 1970 年代௨㝆、岡

本孝அẶの久ヶ原・弥生町式ే行ㄽをዎ機とするΰ㏞≧ἣ（久ヶ原・弥生町ၥ㢟）にあった

が、近年、一ᐃの方向ᛶがぢ࠼つつある。

  2000 年前後の研究概況　2000 年前後までの松本 完Ặと黒ἑ ᾈẶによるᏛྐⓗ⥲ᣓ（ࢩ

南㛵東の弥生土器ᐇ行ጤဨ会編࣒࢘ࢪ࣏ࣥ 2005）では、୧者ともに原඾ともゝ࠼るᡓ前のࠗ 弥

生式土器⪹成図㘓 （࠘森本・小ᯘ編 1938・1939）、ᡓ後のࠗ弥生式土器集成図㘓 （࠘小ᯘ・ᮡ

原編 1968D・E）がࠕ南㛵東ࠖというᯫ✵の領域をඛ㦂ⓗにタᐃし、ྠ一の土器ᩥ化ᅪとし

たところにΰ஘のせᅉがあるとしていた。こうしたၥ㢟意㆑をもとに、黒ἑẶは、ᶓ὾ᕷ二ࢵ

池遺跡の分析から二ࢵ池式をタᐃし（黒ἑ 2003・2005）、松本Ặは新ᐟ区下戸塚遺跡出土土

器の分析（松本 1996）、更には࿴ගᕷ午王山遺跡とその周辺遺跡の土器⩌を分析した（松本

2007）。前者は東ி‴西ᓊ域（ከᦶ川下流・㭯ぢ川下流域）の、後者は武蔵野台地北半域の

後期土器⩌のᵝ┦と編年をᐇయⓗな領域からᢕᥱしようとした点に意⩏があった。更に、東

ி‴東ᓊ域をᑐ㇟とした編年◊✲では、大村 直Ặがᕷ原ᕷ周辺の土器⩌を分析し、後期前

半に久ヶ原式を⨨き、後期後半には山田ᶫ式をタᐃした（大村 弥生町式ࠖというࠕ。（2004

࿧⛠を౑用せࡎにࠕ山田ᶫ式ࠖを用いたのも、地域ᵝ┦から土器編年を෌構⠏しようとした

◊✲ጼໃとぢられる。

  一方、ẚ田஭ඞோẶはᵝ式ㄽの❧ሙから後期を３期区分し、Ⅰ期が久ヶ原式で、Ⅱ・Ⅲ期

௨㝆に୕つのᵝ式ᅪに分かれるとした。篠原࿴大Ặの➃末⤖⠇⦖ᩥと⮬⦖⤖⠇⦖ᩥの◊✲（㩪

島 1994）もྲྀࡾධれて、⏎のᩚ形ᡭἲの分ᕸをᇶ‽に┦ᶍ地域の┦ᶍᵝ式（➃末⤖⠇⦖ᩥ・

、（⏎⤫⑞系ࡳ✚⠇ᩥ・㍯⤖⧙⮬）ㄪᩚ⏎）、東ி‴東ᓊᡣ⥲地域と୕ᾆ半島のᡣ⥲ᵝ式ࢣࣁ

୧者がΰᅾする東ி‴西ᓊの南武蔵ᵝ式に分ࡅ地域区分した（ẚ田஭ 2005）。更に、南武蔵

ᵝ式の⠊ᅖは୕つの地域ᛶがあるとし、第一の地域ᛶがᶓ὾・川ᓮ・ከᦶ川下流域、第二の

地域ᛶがከᦶ川下流域の一部を㝖ࡃ武蔵野台地一ᖏ、第୕の地域ᛶが大宮台地南ഃとした。

  2010 年以降の研究概況　2010 年の㰻藤⍞✑Ặのࠕ下戸塚式ࠖのᥦၐは、武蔵野台地北半

の後期中ⴥ前後の土器の≉ᚩをよࡃᤊ࠼たものであࡾ（≉に１式）、ᢈุⓗ⥅ᢎをなす࡭き

౯್をഛ࠼ていた（㰻藤⍞ 2010・2018）。㰻藤Ặは、武蔵野台地を้ࡴ神田川流域にある下

戸塚遺跡の環濠ෆ住ᒃ⩌から出土した⿦㣭ናをᑐ㇟に、松本Ặのᢈุⓗ⥅ᢎという❧ሙから

᳨ウを行い、その成❧に東海地方の菊川式の㛵୚があったことをㄆめつつも時間の⤒㐣に

ᚑって⊂⮬のኚ㑄をたどったとした。一方で環濠እ࢚ࣜ࢔の土器⩌は、久ヶ原式のㅖせ⣲を

ཷᐜしつつ平行区⏬ᖏ⦖ᩥと下向き୕ゅᩥを≉ᚩとして⊂⮬のኚ㑄を㐙ࡆⲨ川Ỉ系ἢいにἼ

ཬしていったとする。そして、前者を下戸塚１式、後者を下戸塚２式と࿧⛠することをᥦ᱌

した。
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　2014 年、古屋紀அẶはẚ田஭Ặࡸ㰻藤Ặの地域ᛶの⪃࠼をྲྀࡾධれながら᳨ウを加࠼

て、南武蔵地域を北部ᵝ式と南部ᵝ式に二分し、そのቃを目黒川としている（古屋 2014・

2015）。南武蔵南部ᵝ式はከᦶ川下流域と㭯ぢ川流域が中ᚰ域で、 北ࣥ࢘ࢱ࣮ࣗࢽ中の北

川谷遺跡⩌の土器編年を行い時間㍈のᣦᶆとした。後期前半はỿ⥺区⏬の⩚≧⦖ᩥᖏ・山形

ᩥᖏናとࢹࢼㄪᩚከẁ㍯✚ࡳ⏎をᣦᶆとする久ヶ原式土器ᅪで、後期後半には北部とのቃが

ከᦶ川北ᓊまで下がࡾ、ናは㔜山形ᩥ系ᗄఱᏛᩥのከ㔜化が進ࢹࢼ、ࡳ台௜⏎にࢣࣁ⏎がΰ

るようになる。南武蔵北部は、武蔵野台地東部は後期前半には久ヶ原式土器が分ᕸするࡌ

が、北半では筆者の⪃࠼（柿沼 2013）をྲྀࡾධれて白子川流域を中ᚰに北武蔵の岩鼻式の

南下があって久ヶ原式とΰ成するとした。そして、後半には菊川系のᙳ㡪がᙉまる一方、ና

におࡅる」合ཱྀ縁のⓎ㐩ࡸ幅ᗈ一ᖏの⦖ᩥᖏなど久ヶ原式のせ⣲が⊂⮬にⓎ㐩する、とした。

2018 年にはᏛྐⓗ⫼ᬒと近年に⮳るまでの◊✲ື向を⥲ᣓし、久ヶ原式と弥生町式に代わ

るᵝ式・型式ྡのᩚ⌮᱌を次のようにᥦ示した（古屋 2018）。

 古屋Ặが後期後半の南武蔵南部のᵝ式（型式）ྡに久ヶ原式、弥生町式の࿧⛠を用いる

ことに཯ᑐしているのにᑐし、安藤ᗈ道Ặはᮡ原Ⲯ௓Ặの久ヶ原式、弥生町式、前野町式

というᏛྐⓗྡ⛠の᚟άと⌧ᅾの資料による෌編成をᙉㄪしている（安藤 2015D・2015E・

2017）。その方ἲは、山ෆ清⏨Ặの⦖ᩥ土器◊✲のᩥᵝᖏ分析をᇶ‽に、ናのᩥᵝをཱྀ縁部

（Ⅰ）と㢕⬗部（Ⅱ）に分ࡅ、その構成を型式ⓗにᤊ࠼直すもので、久ヶ原式に㛵しては菊

池⩏次Ặの久ヶ原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ式を෌ホ౯し⥅ᢎす࡭きとしている（１）。そして、南武蔵北部

域の༢⣧な➃末⤖⠇ࡸ⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬の幅ᗈ⩚≧⦖ᩥᖏ、Წ≧ᾋᩥをከ用する≉ᚩⓗな」合

ཱྀ縁を弥生町式土器と࿧ࡪことも༑分ྍ⬟としている。௨下、安藤・㰻藤・古屋Ặのㄽᨳと

松本 完Ặの下戸塚遺跡ࡸ午王山遺跡➼に㛵する分析⤖果（２）をᇶ本࣮࣋ࢫに、一部ᢈุⓗ

᳨ウを加࠼て午王山遺跡出土土器を分析していࡃことにする。

後期前半 後期後半

東京湾東岸 久ヶ原式 山田橋式（久ヶ原式系）

南武蔵南部 久ヶ原式 大原式（久ヶ原式系）

南武蔵北部 下戸塚式前半

菊川式・久ヶ原式混在

下戸塚式後半

狭義の弥生町式（東海東部・相模系）

仮称田端道灌山式（久ヶ原式系）

２　午王山遺跡出土土器群の段階区分　
ɹ午王山遺跡出土土器については、松本�完Ặの精緻な分析によるඃれた編年◊✲があࡾ（松

本 2007）、大方は‽ᣐすることに␗Ꮡはない。ただ、筆者は⣽かいいࡃつかの点で␗ぢをもっ

ておࡾ（柿沼 2009・2013）、次㡯では⌧時点の⪃࠼もྲྀࡾධれながら記述を進めることにする。

⤖ㄽめࡃが、午王山遺跡出土土器からぢた集落形成のẁ㝵区分は次のとおࡾである。１期・

２期と時期区分せࡎẁ㝵としたのは、㐃⥆ᛶがあるとは㝈らないからである。

第１ẁ㝵　弥生時代中期後半　宮ノ台式Ⅴ期

第２ẁ㝵　弥生時代後期前半　岩鼻式２・３期と久ヶ原Ⅰ式のΰ成

第３ẁ㝵　弥生時代中ⴥ前後～後半　下戸塚式（菊川式系と久ヶ原Ⅱ式のΰ成）
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（1）第１段階

  ① 旧入間川流域の状況　ᪧධ間川流域（⌧・Ⲩ川流域）には、安藤ᗈ道Ặの 6L 編年（安

藤 1990・1996）の宮ノ台式Ⅲ期からⅤ期に⮳る遺跡が点ᅾしておࡾ、下流域の武蔵野台地

ᓴ⥺には東ி㒔北区 /㣕㫽山・赤⩚台、ᯈᶫ区 /中台␊中、Ἀ山、氷川神社北方、白子川を

越࠼てᇸ⋢県࿴ගᕷ / 午王山、花ノ木、ᮅ㟘ᕷ / 向山、新屋敷第１地点（台の城山）、富士

ぢᕷ /南通などの遺跡をあࡆることができる。更に遺跡はධ間川を越࠼たⲨ川中流域ྑᓊに

もཬࢇでいて、ධ間台地の川越ᕷ /川越城跡、⊧田、㟘ヶ㛵、Ⓩ戸、ᆏ戸ᕷ /木᭮ච、㝃島、

塚越Ώ戸、㧗ᆏ台地の東松山ᕷ /代正寺、野本Ặ㤋跡、吉ぢୣ㝠の吉ぢ町 /大行山などの遺

跡があࡾ、周辺のప地ᖏᚤ㧗地にも東松山ᕷ / ཯町、吉ぢ町 / ୕の⪔地などの遺跡がある。

そして、ẚ௻ୣ㝠と吉ぢୣ㝠にᣳまれた東平台地には⇃谷ᕷ /෇山、⯪木などの遺跡があࡾ、

⌧時点におࡅる宮ノ台式の分ᕸ北㝈をなす。6L Ⅲ期の分ᕸ北㝈は越辺川௨南の木᭮ච遺跡、

㝃島遺跡であࡾ、ᨃ流Ỉᩥᩳࡸ᱁子ᩥなど東海東部の白岩式系⤫の᷸ᥥᩥ土器が≉ᚩⓗであ

る。6L Ⅴ期では更に北上したⲨ川௨南の෇山遺跡が北㝈で、㢕⬗部にᩳ⦖ᩥを᪋したናが

୺యである。෇山遺跡からは、║下に新期Ⲩ川ᡪ≧地と東ഃప地ᖏとからなるጔ沼ప地をᮃ

る℺₅Ỉ田稲స㎰⪔のᐃ╔を示す池上、前ࡅことができる。ጔ沼ప地には、㛵東地方におࡴ

中西、北島、ㄶゼ木遺跡➼がᒎ㛤している。Ⲩ川௨北の中期中ⴥから後半の土器は池上式

（古・新）Ѝ北島式（古・中・新）Ѝ仮⛠用土・平式とᒎ㛤するが（石川・松田 2014 、柿

沼 2014）、時間が下るにつれて北ಙ地方のᰩᯘ式土器のᙳ㡪が⃰ཌになる。Ⲩ川௨南のẚ௻・

ධ間地方でもᰩᯘ式が宮ノ台式にΰࡌて出土する木᭮ච遺跡ࡸ塚越Ώ戸遺跡➼があࡾ、木᭮

ච遺跡では北島式土器もకっている。

　② 午王山遺跡とその周辺域　午王山遺跡の３㌺の住ᒃ跡から出土した土器⩌（第 230 図

1 ～ 15）は、完形土器ࡸ器✀構成が୙༑分であるが、ናの構成は住ᒃごとに࢕ࢸ࢚ࣛࣂに富ࡴ。

82 号住出土の小型ናཱྀ縁部１・３の⦖ᩥᖏは༢⠇⦖ᩥ（/5）であ２、ࡾの㢕部には 6 Ꮠ≧

⤖⠇ᩥがぢられる。この⤖⠇ᩥは、おそらࡃ㔜␚⤖⠇ᩥとして㢕部ᩥᵝᖏを構成するもので、

大宮台地南部ではࡉいたまᕷ / ᚚ蔵山中遺跡、松木遺跡、大北遺跡など 6L 編年のⅤ期に┒

行している（柿沼 2003）。133 号住出土のና２点（14・15）は㢕部に✺ᖏが௜ࡉれたもので、

14 にはཱྀ縁部ෆ㠃⢓土ᖏがある。２点ともに↓ᩥで赤ᙬがなࡉれࡎ加㣭ᛶにஈしいが、㢕

部✺ᖏは㔜␚⤖⠇ᩥとྠᵝに大宮台地南部では大北遺跡ࡸ෇正寺遺跡などⅤ期に㢧ⴭにㄆめ

られる。87 号住出土のናは⣽㢕部に２ẁの่✺の加࠼られた㍯✚ࡳ⑞があࡾ、⫪部に᷸ᥥ

Ἴ≧ᩥが᪋ࡉれ↓ᩥ部は⦪に࣑࣊ࣛ࢞࢟・赤ᙬがなࡉれている。82 号住では赤ᙬࡉれた㧗

ᆗ⬮部が４点（㸵～ 10）出土しているが、宮ノ台式の㧗ᆗにはᆗ部が㖊・῝㖊≧をなすも

の（第１図 18 ～ 20）とཱྀ縁部が㘥≧をなすもの（29）があࡾ、後者の⬮は末ᗈがࡾである。

㸵～ 10 の⬮はいࡎれも台≧であることから、ᆗ部は㖊≧のものと᥎ᐃできる。

　ところで、１・２の/5ᩳ行⦖ᩥを近隣のⅤ期の౛とẚ㍑してࡳると、新屋敷遺跡第1地点（台

の城山遺跡）の２౛（第 230 図 16・17）、南通遺跡２号住の３౛（第 230 図 24 ～ 26）、花ノ

木遺跡４次㸷号住出土大型ና⫪部のỿ⥺区⏬⦖ᩥ（第 231 図㸴）は、いࡎれも༢ᩳ方向の

⦖ᩥ（/5）である。更に北方の川越城跡 11 次３号土ᆙでは㢕部に✺ᖏをもࡕ赤ᙬࡉれたና

（第 231 図 15）とඹకしたና（16）も༢ᩳ方向の⦖ᩥ（5/）である。このような౛から午王
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山遺跡周辺のⅤ期の⦖ᩥናは༢ᩳ方向の⦖ᩥ（/5 ඃໃ）が୺流のようにぢ࠼るが、୕ⰾ町 /

本村南遺跡出土ᗈཱྀና（第 231 図 17）の２ᖏ⦖ᩥと⤖⣣ᩥは⩚≧⦖ᩥである。そして、ཱྀ

辺部の山形ᩥ・⤖⣣ᩥ㡬部の࣎ࣥࢱ≧㈞௜ᩥࡸ、ና 18 の⩚≧⦖ᩥではないがỿ⥺区⏬ࡉれ

た２ᖏ⦖ᩥᖏは後期の久ヶ原式土器に⧅がる新しいせ⣲をもつ。代正寺遺跡 11 号方形周溝

墓出土ና㢕部⦖ᩥᖏは⩚≧⦖ᩥであࡾ（第 231 図 20）、⬗部上半の⤖⣣ᩥは㐃᥋して山形ᩥ

㢼になっている。10 号方形周溝墓の大型ና（21）は㢕部✺ᖏ下の⦖ᩥᖏも⩚≧⦖ᩥである。

このようにࡳると午王山遺跡の宮ノ台式は 6L 編年のⅤ期であるとしてもその前半であࡾ、

後半は⩚≧⦖ᩥを᭷する土器⩌を඘てる࡭きかもしれない。ᚑって、午王山遺跡の中期集落

と後期集落は時間ⓗに㐃⥆せࡎ間᩿期がᏑᅾしたྍ⬟ᛶも⪃࠼られる。

　次に、中期後半ẁ㝵におࡅる௚地域との஺流㛵ಀについてゐれてࡳたい。午王山遺跡では

82 号住出土の大型⏎（第 230 図 11）は、松本 完Ặが系⤫はᐃかでないが宮ノ台式ではない

とし、中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器である西ẟの❳ぢ町式（ᰩᯘ式系）の⏎から᷸ᥥᩥを㝖いたも

のと᥎ しておࡾ、筆者もྠ意したい。ධ間川を越࠼た北武蔵のẚ௻・ධ間地方は宮ノ台式

の北㝈域でⲨ川中流域をቃにᰩᯘ式土器分ᕸᅪと᥋ゐし、Ⲩ川௨南にもᰩᯘ式系土器がΰࡌ

て出土しておࡾ、代正寺遺跡 10 号方形周溝墓出土の小型台௜⏎（第 231 図 22）はその一౛

である。それが更にධ間川を越࠼て南下し、新屋敷㸴号住の⏎（第 230 図 22）は㢕部᷸ᥥ

⡘≧ᩥのないኚ形ရ、15 号住そ土の⏎（23）は㢕部᷸ᥥ⡘≧ᩥと⬗部᷸ᥥᩳ᱁子ᩥをഛ࠼

たᛅᐇရである。ᮅ㟘ᕷ /向山遺跡１地点㸵号住では、ࢥのᏐ㔜ᩥࡡの出土஦౛もある（安

田 2017）。花ノ木４次㸷号住の⏎（第 231 図㸶）には⦪⩚≧の᷸ᥥᩥがㄆめられる。௨上の

ような㛗野県（北ಙ）から⩌㤿県（西ẟ）との㛵ಀが⪃࠼られるものがある一方、東海地方

との㛵ಀが❚࠼るものがある。そもそも宮ノ台式の成❧には東海地方東部（東遠Ụ）の白岩

式土器のᙳ㡪が⃰ཌとࡉれておࡾ、午王山遺跡の近隣でも␊中遺跡 126 号住の大型ና（第

231 図３）、Ἀ山遺跡１号溝出土のና２点（１・２）、花ノ木遺跡４次 10 号住・11 号住出土

土器（10 ～ 13）の᷸ᥥᨃ流Ỉᩥ・ᩳ᱁子目ᩥ・ᶓ⥺ᩥ・Ἴ≧ᩥなどがその≉ᚩをよࡃ示す

6L Ⅲ期である。花ノ木４次㸷号住出土のና◚∦（㸷）ࡸ県 1 号環濠出土の⦲఩区⏬ᩥ (14)

は白岩式の最新┦で、⛣ືရのྍ⬟ᛶがある。氷川神社北方遺跡１号方形周溝墓出土のና（４）

は、พ⥺ᩥのཱྀ縁部を᭷する西遠Ụ௨西に⏤来があるものである。後期になって㢧ⴭとなる

中部㧗地型の岩鼻式土器の南下、その後の東海東部の菊川式土器の東進にඛ❧って中期後半

から末ⴥẁ㝵に୧地方との஺流があったことが示ࡉれている。

（２）第２段階 

　① 岩鼻式土器の南下　弥生時代後期ึ㢌はิ島つᶍで遺跡が⃭ῶし、前期௨来Ⓨᒎして

きたྛ地の弥生社会がいったࢇᛴ⃭にしࡴࡰという（石川 2010　S�182）。東ி‴ἢᓊ地ᖏ

におࡅる後期ึ㢌から前半の఩⨨を༨める久ヶ原Ⅰ式土器は、大宮台地からⲨ川ప地ではᏑ

ᅾがⓙ↓であࡾ、後期ึ㢌の遺跡をぢ出すことはできない。ิ島つᶍの遺跡のᕼⷧ化はⲨ川

ప地とその周辺部でも౛እではない。その一方で、遺跡の⛥ᑡ化はあっても中期後半から後

期࡬の⣒は⣽々ながらも⧅がって後期土器ᩥ化を形成する地域がある。東ி‴東ᓊのᕷ原台

地を中ᚰとする地域は、宮ノ台式から久ヶ原式࡬の㐃⥆㐣⛬を追うことがྍ⬟であࡾ（大村

2004・ᮡ山 2010）、北武蔵の中᰾を༨めるⲨ川中流域ྑᓊ地域（ẚ௻・ධ間地方）でも宮ノ
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台式から後期᷸ᥥᩥ土器（岩鼻式土器）࡬の㐃⥆した᥎⛣を㎺ることができる。

　Ⲩ川中流域ྑᓊ地域は、中期後半において宮ノ台式の分ᕸᅪ北㝈をなし、Ⲩ川をቃにして

中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器のᰩᯘ式土器分ᕸᅪと᥋ゐする。中期末ⴥから後期にかかるかとゝう

時期には、中部㧗地型分ᕸᅪのᣑ大によって仮⛠ࠕ代正寺式ࠖ土器という㐣Ώ期を⤒て岩鼻

式土器が生成ࡉれ、中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器の周縁部を形成する。ከᦶୣ㝠のᮅග寺原式土器

の生成もその一環であࡾ、୧地域は㛵東西部山地ἢいの山ࢵ道を通ࡌて日ᖖⓗな஺流が行わ

れていたものと⪃࠼ている（石川安・柿沼・宅間 2017）。岩鼻式土器は、ና・⏎がともに᷸

ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥを୺యとしておࡾ、大き３ࡃ時期（１期・２期・３期）に区分できる（柿

沼 2006）。

　１期（第 232 図ձ）は、ና・⏎がともに༢ཱྀ縁୺యの⬗部中఩がᙇる⟬┙⋢≧の器形で、

ᩥᵝは㢕部に集中し᷸ᥥ⡘≧ᩥ D（➼間㝸␃め）をᇶㄪにἼ≧ᩥが丁ᑀにᥥかれる（Ἴ≧ᩥ D）。

⏎はཱྀ၁に้ࡳを᪋すのがᇶㄪでᣦ㢌ᢲᤫもあࡾ、ናとྠᵝの㢕部ᩥᵝに加࠼⬗部にも中期

後半からの系㆕をᘬいて᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥ・ᩳ᱁子≧ᩥ・ᩳ≧ᩥを᪋すሙ合がከい。

　２期は、ཱྀ縁部のఙᙇ化ഴ向と」合ཱྀ縁の明☜化、㢕部の⦆᭤化と⬗部の෇形化があࡾ、

᷸ᥥᡭἲも１期にẚして原యがࡸࡸ⣽ࡃ、⡘≧ᩥ Dが㋃くࡉれるが஘れが生ࡌ、Ἴ≧ᩥもྠ

ᵝである（Ἴ≧ᩥ E）。ẁ㔜ࡡの⡘≧ᩥの┒行、⏎の⬗部ᩥᵝが⛥ᑡ化するのも２期の≉ᚩ

ୈ ��� ਤɹؠඓࣜ౔ظ̍ثͱ࣌ؒతซ܎ؔߦΛࣔ͢ࢿྉ
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である。２期は２区分（�１・�２）でき、�１期はናのᢡ㏉しཱྀ縁がᮍⓎ㐩であ�２、ࡾ期

はናのᢡ㏉しཱྀ縁の⫧ཌ化（᩿㠃୕ゅ形・四ゅ形）、⏎におࡅる㢕部の᭤⥺化と⬗部のᙇࡾ

がよࡾᑡなࡃなる。

　３期は、᷸ᥥᡭἲがᘱ⦆し⡘≧ᩥ Dを⥅ᢎしながらきࢇࡕとṆめないもの、⬺落するもの

があࡾ、㢕⬗部⿦㣭ᖏ（୺にἼ≧ᩥ E）が幅ᗈࡃなる。筆者が㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎と࿧⛠してい

る⏎は、㢕⬗部⿦㣭ᖏの᷸ᥥἼ≧ᩥが⦖ᩥに⨨き᥮࠼られたもので３期中にⓏሙし吉ヶ谷式

土器に⥅ᢎࡉれる。㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎とྠ時にናにも⦖ᩥを᪋すものがあࡾ、୧者は後期中ⴥ

前後の一時期に東ಙ・佐久地方の⟽清Ỉ式土器、西ẟのᶡ式土器、ከᦶୣ㝠のᮅග寺原式

土器にもకっておࡾ、後期前半から後半を⧅ࡄᗈ域ⓗな஺ᕪ編年の㘽となっている（柿沼

2016）。

　௨上のようなኚ㑄をなす岩鼻式土器を౑用する集ᅋが、ධ間川を越࠼てேཱྀᕼⷧな武蔵野

台地北半の一ゅ、白子川ࡸ越戸川流域に進出し、東ி‴西ᓊの久ヶ原Ⅰ式土器を౑用する集

ᅋとΰ成して形成した集落の一つが午王山遺跡である。近隣では、ᩘᑡないながら氷川神社

北方遺跡ࡸᮅ㟘ᕷ /稲荷山・郷戸遺跡も、ྠᵝのᛶ᱁を示す集落跡である。

　なお、白子川流域一ᖏに岩鼻式土器がཬࢇでいることを最ึに⤂௓したのは、ᙜ時、ᇸ⋢

大Ꮫ２年生であった谷஭　᙭Ặである（谷஭ 1966）。本᭩ 23 㡫にᐇ 図がᥖ㍕ࡉれている

が（第㸵図２）、⡘≧ᩥ D をᣳࢇで上下に幅ᗈࡃἼ≧ᩥ㹠を᪋したናは午王山遺跡 108 号住

出土ና（第 151 図１）に近ఝしておࡾ、岩鼻式２期新に఩⨨࡙ࡅられる（第 233 図㸵）。

　② 午王山遺跡の後期前半 　午王山遺跡におࡅる後期集落が形成ࡉれるのは岩鼻式２期か

らであࡾ、岩鼻式１期がḞ落している。岩鼻式１期の遺跡は、ධ間川Ỉ系にᒓしẚ௻㒆域を

ᶓ᩿する㒔ᗄ川流域に集中しておࡾ、岩鼻式土器生成後一時期をおいて２期௨㝆、周辺࡬分

ᕸᣑ大していࡃ≧ἣが❚࠼る。岩鼻式１期の時間ⓗ఩⨨࡙ࡅを示す地域間ẚ㍑資料として、

神ዉ川県大☾町 / 㤿ሙ台遺跡 19 地点 17 号住出土土器（３）をあࡆてࡳたい（第 232 図ղ）。

第 232 図㸳のናと㸴の㧗ᆗはかつて二அ宮式とゝわれていたもので、ともに白岩式の系⤫を

ᘬࡃ東遠Ụの菊川式最古ẁ㝵に఩⨨࡙ࡅられる。㸷はᢡ㏉しཱྀ縁をもつ୕ᾆ半島を中ᚰにぢ

られる久ヶ原式最古の⏎であࡾ、㸵・㸶は⏥ᗓ┅地の中部㧗地型᷸ᥥᩥ土器で、形≧に中期

ⓗᵝ┦をṧし⬗部には᷸ᥥきによる⦪⩚≧ᩥがぢられ、岩鼻式土器１期の⏎とඹ通する。午

王山遺跡では、こうした後期の最古ẁ㝵はḞࡃものの⛬なࡃして後期集落が㛤ጞࡉれる。

　岩鼻式２期古　午王山遺跡で岩鼻式土器がึ⌧する遺構としては、１号住、72 号住、97

号住があࡆられる（第 233 図１～㸴）。３号住は᪤ሗ࿌の小型ናに加࠼て◚∦資料が追加ᥖ

㍕ࡉれているが（第 27 図）、いࡎれも久ヶ原Ⅰ式土器で岩鼻式がㄆめられないがే行期と

ぢられる。１号住は前稿（柿沼 2009）では岩鼻式２期新としていたが、改めて出土ና（１）

を⇍ぴしたところ２期古とした方がよいとุ᩿した。なで⫪で⬗部中ኸがᙇる器形、㢕部᷸

ᥥ⡘≧ᩥとἼ≧ᩥはともに D 類で஘れがᑡなࡃ古┦を␃める。72 号住出土㖊（３）は、ᢡ

㏉しཱྀ縁の明☜化がㄆめられ、小型台௜⏎（第 115 図 11）は宮ノ台式からの系⤫とぢるよ

ࡸᩥ≦は岩鼻式の≉ᚩで、㢕部の᷸ᥥ⡘ࡳ၁部のෆ方からの้ཱྀࡸ形ᩚࢣࣁは⑞跡のὸいࡾ

Ἴ≧ᩥが┬かれた஦౛と⪃࠼る。久ヶ原式がక出しておࡾ（４・㸳・㸴）、ỿ⥺区⏬ཱྀ縁部・

ከ᮲ᖏ⩚≧⦖ᩥና（4）は古式のᵝ┦をもつが⛶ᣋなツࣜࢡで最古期とするỴめᡭにḞࡅる。
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一ẁの㍯✚ࡳ⑞を᭷するཱྀ၁部஺஫ᢲᤫ・ᩚࢹࢼ形⏎（㸴）も、ཱྀ၁部஺஫ᢲᤫが୙ᥞいで

⬗部の෇形ᗘが増している点などから、Ⅰ式古としても最古期にはいかないとุ᩿した。97

号住出土⏎（２）はཷཱྀ≧のྡṧをṧすが、⬗部に᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥᩳࡸ᱁子≧ᩥがなࡃ、㢕部

᷸ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥにࡸࡸ஘れがある。

　岩鼻式２期新　74 号住・108 号住・124 号住・137 号住出土土器を඘てる（第 233 図㸵～

17）。108 号住ではᗋ直ࡸ㈓蔵✰から出土した土器（㸵・㸶）のうࡕና（㸵）はࡰ࡯完形で、

１にẚして⬗部の෇形ᗘが増し、ᢡ㏉しཱྀ縁に⫧ཌがあࡾ、㢕部⡘≧ᩥをᣳࢇで上下にἼ≧

ᩥ㹠がある。74 号住出土土器（㸷～ 12）は、⡘≧ᩥを㸳᮲も㔜ࡡた⏎（㸷）、ᢡ㏉しཱྀ縁で

⡘≧ᩥ Dをᣳࢇで上下にἼ≧ᩥ㹠がある⏎（10）がある。కった久ヶ原式ና（11）は㡬点間

がつまった新しいᵝ┦をもつ山形ᩥで、క出した㍯✚ࡳ⑞ 1ẁの（12）⏎ࢹࢼもྵめて久ヶ

原Ⅰ式新とぢたい。137 号住出土土器（13 ～ 17）は久ヶ原式୺యで、ና（15）は༢ཱྀ縁ཱྀ

辺部にỿ⥺区⏬ࡉれた⩚≧⦖ᩥᖏをもつもので、下戸塚 1期に఩⨨࡙ࡅられた下戸塚遺跡２

号土ᆙ出土ና（第 235 図㸳）よࡾ⬗部のᙇࡾがᙉࡃ後出とぢられる。ࢹࢼ⏎には㍯✚ࡳが 1

ẁのもの（16）とከẁのもの（17）があࡾ、久ヶ原Ⅰ式新とࡳたい。岩鼻式は◚∦のࡳで、

13 は㢕部᷸ᥥ⡘≧ᩥの上下にἼ≧ᩥがあࡾ㸵ࡸ 10 とྠᵝである。

　岩鼻式３期　81 号住・105 号住・141 号住がヱᙜするが、㛗方形≧で୺⅔がዟቨᐤࡾに೫

ᅾする 18 号住、住ᒃの」合㛵ಀから最も古ࡃ㝮୸㛗方形で⅔がዟቨᐤࡾの 119 号住も３期

にᒓするྍ⬟ᛶが㧗い。141 号住出土土器（第 233 図 19・20・21）は⦆᭤㢕部に᷸ᥥἼ≧ᩥ

だࡅの⏎（20）、㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎（19）は３期の≉ᚩで、平ᗏで㍯✚ࡳ⑞１ẁの（21）⏎ࢹࢼ

は岩鼻式３期が久ヶ原Ⅰ式新ే行に␃まることを示している。81 号住では点ᩘはᑡないが

岩鼻式の↓ᩥ⏎（第 233 図 22）が出土し、◚∦（23・24）は᷸ᥥἼ≧ᩥで岩鼻式３期の≉

ᚩをよࡃ示す。

　近隣のᮅ㟘ᕷ / 稲荷山・郷戸遺跡第㸶地点㸴号住出土のና（第 233 図 18）は㢕部と⬗部

上半に２ᖏの᷸ᥥἼ≧ᩥᖏがあࡾ、༢ཱྀ縁で器㠃ཱྀࡸ縁部ෆ㠃は赤ᙬࡉれている（↷ᯘ・௚

2008）。この᷸ᥥᩥᖏが⦖ᩥに⨨᥮ࡉれれば吉ヶ谷式土器であࡾ、岩鼻式３期でも新しࡃ఩

られる。ྠ・第㸷地点１号住の⏎（第ࡅ࡙⨨ 245 図 15）は᷸ᥥ⡘≧ᩥが健ᅾだが、㛗⬗な

器形ཱྀࡸ縁部のᣦのࣚࢹࢼࢥは岩鼻式３期に≉ᚩⓗである（ᩧ藤⣧ 2010）。

　岩鼻式３期をもって武蔵野台地北半から岩鼻式の系⤫をᘬࡃと⪃࠼られる土器はぢᙜたら

なࡃなࡾ、ᅾ地化することなࡃ⑞跡も␃めࡎにጼをᾘしてしまう。

（３）第３段階

  岩鼻式の᧔㏥後、午王山に集落を形成するのは下戸塚式土器を౑用する集ᅋであࡾ、久ヶ

原式系土器（久ヶ原Ⅱ式ే行）が⥅⥆してΰ成する。下戸塚式は東海東部地方の菊川式土器

に♽型があることは間㐪いなࡃ、松本Ặは武蔵野台地北部と菊川流域とは型式ኚ化の㌶道が

一部ඹ᭷ࡉれ、ᣢ⥆ⓗな஺流㛵ಀがᏑᅾしていたとしている（松本 1996 SS�622�623）。

　① 菊川式土器　菊川式土器のናは↓花果形の器形が≉ᚩⓗで、⣽㢕で⫪のᙇらないもの

から⬗部のᙇࡾがᙉࡃなるもの、㢕部のᒅ᭤がᙉࡃなるものにኚ㑄する（第 234 図）。安藤

ᗈ道Ặは菊川式のናにᩥᵝが᪋ࡉれるᩥᵝᖏを記号化し（安藤 2009）、ཱྀ縁部をⅠᩥᵝᖏと

しཱྀ၁㠃⿦㣭ᖏ（D）・ෆ㠃⿦㣭ᖏ（E）、ཷཱྀ≧ཱྀ縁はཷཱྀ部እ㠃（A）・ཱྀ ၁（B）と区分する。
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㢕⬗部のⅡᩥᵝᖏは一㈏して⫪部からጞまるが、⫪部⿦㣭ᖏ（.L1）、⬗部⿦㣭ᖏ（.L）に分

その఩⨨は、ࡾれるሙ合があࡉる。」ᩘಶのᾋᩥが௜ࡅ .L1 と .L のቃ⏺である。

　菊川式は３期（古・中・新）に大ูࡉれ（中ᔱ 1988）、その後㸳期（Ⅴ㸫１・２・３・４・

㸳）に区分ࡉれている（篠原・山下 2000、篠原 2002）。菊川式のᩥᵝᖏを .L1 と .L に分ࡅ

たሙ合、最古・古ẁ㝵（Ⅴ１・２期）は⣽㢕でᩥᵝが下⭾れの⬗部最大ᚄ௜近までᗈがࡾ、

.L1にはࢣࣁ目ỿ⥺่ࢣࣁࡸ✺➼が、.Lには⦖ᩥ᷸ࡸᥥ⩚≧ᩥ➼が᪋ࡉれる（第234図１～４、

㸳・㸵～㸷）。古ẁ㝵（Ⅴ２期）からは .L1 だࡅのಶయ（㸴）もᏑᅾする。中ẁ㝵（Ⅴ㸫３期）

になると .L1 の⩚≧ᩥがẁᩘを増ࡸして幅をᗈࡆるが .L の幅は⊃ࡃなࡾ、Ⅱᩥᵝᖏは上方

に集⣙ࡉれる。東遠Ụから西㥴Ἑを中ᚰに、下➃に➃末⤖⠇をもつ⦖ᩥがᐃ╔し㔜␚ࡉせる

型（12）も⌧れる（篠原ࢲ࣑ࣔ 2001）。新・最新ẁ㝵（Ⅴ㸫４・㸳期）でも㔜␚➃末⤖⠇ᩥ

が୺ຊだがᩥᵝᖏの⡆␎化が進ࡳ、.L1 のࡳ、もしࡃは .L1、.L の区ูがなࡃなる。

　② 下戸塚式土器　武蔵野台地を้ࡴ神田川ྑᓊにある下戸塚遺跡は 1987 年から 1988 年

の１ࡰ࡯年間にரってㄪᰝࡉれ、Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩は 1996 年にห行ࡉれた（ᕷẟ・㌴ᓮ・松本・

௚ 1996）。弥生時代後期の遺構は後期඲⯡にரࡾ、出土土器を分析した松本 完Ặは、そも

そもᅾ来土器と࿧ࡧうる土器がᑡな４）ᩥ✺่ࢣࣁࡃ) の㝯┒ࡸ器✀構成において最も類ఝし

ているのは東遠Ụでも菊川流域の菊川式土器としている。そして、㸳期区分しẶ⮬㌟の⏎の

ኚ㑄をᇶ‽とした南㛵東編年（松本 1993）のࠕⅠ・Ⅱ期、Ⅲ期古・新ẁ㝵、Ⅳ期ࠖにᑐᛂ

できるとする。菊川式の編年（中ᔱ 1988・1991）との㛵ಀについてはៅ㔜ながらも、下戸

塚１期が菊川式古ẁ㝵の一部とే行し、３期に่ࢣࣁ✺ᩥがᾘ⁛し➃末⤖⠇が出⌧すること

から菊川式中・新ẁ㝵のቃを３期においた。⥆４ࡃ・㸳期は菊川式新ẁ㝵にᑐᛂࡉせ、下㝈

は器台・ᆣなどが出⌧する௨前とした。ࠕ下戸塚式ࠖのྡ⛠は用いなかったが、下戸塚遺跡

の菊川式系土器は඲器✀にまたがる⛣ື஦౛としてㄆめられ菊川流域からのேⓗ⛣ືが㛵୚

するとし、その一方でࡸᩥ✺่ࢣࣁናの形ែに菊川式とは␗なる≉ᚩがあࡾ、赤ᙬ⋡が㧗い

点などもあࡆた。その後ࠕ下戸塚式土器ࠖをᥦၐした㰻藤⍞✑Ặは、松本Ặの分析について

でࡅはᵝ式が、୙༑分であったことを㟢わにするだࡃれてきた型式もしࡉ半ୡ紀௨上く用ࠕ

なࡃ、この分野の前ᥦであったࠕ南㛵東地方ࠖというᯟ⤌ࡳに࠼ࡉもぢ直しを㏕ったࠖとホ

౯した（㰻藤⍞ 2010 S�54）。その上で㰻藤Ặは、下戸塚遺跡の環濠ෆ部の࢚ࣜ࢔出土土器

に菊川式土器のᙳ㡪をㄆめつつ、᷸ࡸᩥ✺่ࢣࣁᥥἼ≧ᩥの౑用⋡ཱྀࡸෆᖏᩥᵝ（安藤㸸ཱྀ

縁部ෆ㠃⿦㣭ᖏ）は時期が新しࡃなるにつれて下がる点など、菊川式のせ⣲と久ヶ原式のせ

⣲とが」合した⊂⮬Ⰽをഛ࠼たまとまࡾがあるとし、ࠕ下戸塚 1 式ࠖをᥦၐした。Ặは更に

環濠እ部࢚ࣜ࢔出土土器をࠕ下戸塚２式ࠖと࿨ྡした。ᑐ㇟としたናの≉ᚩは、幅ᗈのᩥᵝ

ᖏをഛ࠼、ཱྀෆᖏをもつものは࡯とࢇどな２、ࡃないしは３ẁで構成ࡉれる༢⠇⦖ᩥᖏを⬗

部上半にもࡕ、最下ẁに㗬ṑᩥ୕ࡸゅᩥなど㓄している。直近では、古屋紀அẶが南武蔵北

部地域の後期土器にࠕ下戸塚式ࠖのྡ⛠を୚࠼ることに㈶ྠしている（古屋 2018）。筆者も

㰻藤Ặのࠕ下戸塚式ࠖのᥦၐに㈶ྠし、午王山遺跡の菊川式系土器にも඘てたいが、その⠊

␪はࠕ下戸塚 1 式ࠖである。☜かに、ࠕ下戸塚式ࠖはཱྀ縁部形≧に大きࡃእ‴するものཱྀࡸ

ෆᖏに่ࢣࣁ✺を用いるものはᑡなࡃ、.L1 だࡅ、あるいは、.L だࡅの⡆⣲な㢕⬗部ᩥᵝが

目❧つ。篠原࿴大Ặによれば東㥴Ἑでは東遠Ụ系⤫の土器がⴭしࡃኚᐜした土器⩌がࡳられ
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るというから、下戸塚２・３期௨㝆は東㥴Ἑでኚᐜした菊川式系土器との㛵ಀᛶを⪃࠼るᚲ

せもある。これについては、後述する。そして、松本Ặが下戸塚４期としたẁ㝵にもཱྀ၁が

ෆᖏの⦖ᩥ᪋ᩥなど菊川式の⥅⥆ⓗなᾐ㏱がぢられ、その系㆕は」合ཱྀࡸෆ‴ཱྀ縁ࡴพࡸࡸ

ཱྀ縁のᣑᙇഴ向ࡸ➃末⤖⠇⦖ᩥ୺యの幅ᗈ一య型ና࡬の཰ᩡによって本郷弥生町出土のࠕ弥

生式土器第１号ࠖに⧅がっていࡃ（安藤 2015D SS�384�385）。ࠕ下戸塚２式ࠖの分ูの᰿ᣐ

とした２ᖏ⦖ᩥᖏࡸ㗬ṑᩥは久ヶ原式系せ⣲がΰ஺する後期前半からの系⤫で、後期後半௨

㝆にも武蔵野台地北部の二系⤫のΰ成というఏ⤫が⥅ᢎࡉれたものであࠕ、ࡾ弥生町式ࠖの
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୺せな構成せ⣲なのである（㸳）。ᚑって、下戸塚２式を᥇ることは㈶ྠしがたい。

　次に、ࠕ下戸塚式ࠖの㛤ጞ時期についてである。松本Ặは下戸塚遺跡の１期とした土器に

ついて菊川式古ẁ㝵の一部とే行するྍ⬟ᛶがあるとしているが（松本 1996 S�622）、ࠕ下

戸塚式ࠖの㛤ጞ時期が後期ึ㢌まで㐳るとはゝいษってはいない。第 235 図ձは下戸塚遺跡

の環濠集落形成㛤ጞ期の土器の一部で、12 号住出土のና大型◚∦（１）には⬗部にᩘẁの

は最古ẁ㝵（菊川式Ⅴ㸫１ᵝ式）から古ẁ㝵（菊川ᩥ≦⩚ࢣࣁ。れているࡉが᪋ᩥ≦⩚ࢣࣁ

式Ⅴ㸫２ᵝ式）までㄆめられ（第 234 図３・㸵・㸷）、⫪部から⬗下఩の⛸部௜近まで༨め

られる。༢ཱྀ縁のና（第 235 図２）はཱྀ၁➃部が明░に⫧ཌし、ཱྀ၁㠃 (D) とෆ㠃（E）を

をධれࡳ下方から้ࡾはཱྀ၁➃部に明░な平ᆠ㠃があ（３）⏎ࢣࣁ。で加㣭するᩥ✺่ࢣࣁ

るもので、ᢡ㏉しཱྀ縁の⏎（４）も➃㠃に⢒いࢣࣁㄪᩚを行う。௨上は、菊川式にᛅᐇな古

式のᵝ┦をもつが、┦ᶍでは菊川式最古ẁ㝵（ඹక土器との時間ⓗ఩⨨࡙ࡅも▩┪しない）

の土器⩌（第 232 図ղ）が出土しておࡾ、それとẚ㍑しても下戸塚遺跡ࡸ周辺の遺跡ではⅤ

㸫 1式（最古ẁ㝵）のものはぢいだせない。久ヶ原式の༢ཱྀ縁ና（第 235 図ձ㸳）は、ཱྀ縁

部にỿ⥺区⏬ࡉれた⩚≧⦖ᩥᖏをもࡕ赤ᙬࡉれている。ただし、本類は久ヶ原Ⅱ式になって

もṧࡾ、㸳が久ヶ原Ⅰ式だとしても最古ẁ㝵までいࡃとはゝいษれない。⌧時点では下戸塚

式のึ⌧は後期ึ㢌には⮳らࡎ、後期前半でも古ẁ㝵に␃めておࡃのがጇᙜとᛮわれる。下

戸塚式の୺య（下戸塚１期から３期）は菊川式古ẁ㝵（Ⅴ㸫２ᵝ式）から中ẁ㝵（Ⅴ㸫３ᵝ式）

にあࡾ、一部は新ẁ㝵（Ⅴ㸫４ᵝ式）にかかるྍ⬟ᛶがあࡾ、➃末⤖⠇⦖ᩥがᩥᵝの୺యと

なࡾ⬗部上半幅ᗈ一ᖏ型がస出ࡉれるࠕ弥生町式 のࠖ直前までを඘てることがጇᙜと⪃࠼る。

  次⠇では、午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器について編年し、環濠集落の形成とᗫ

⤯にかかる時間㍈のタᐃを行いたい。

３　午王山遺跡とその周辺域の下戸塚式土器　

　菊川式土器の遠来から下戸塚式土器の生成後、下戸塚式は୺に武蔵野台地北方域の小Ἑ川

ἢいにᣑ大していࡃ。出஭川・ⶈ᰿川・前谷ὠ川流域ではᯈᶫ区㸭西台、西台後藤田、四ⴥ

地区などの遺跡があࡾ、白子川・越戸川・黒目川流域では࿴ගᕷ㸭吹上、四ツ木、午王山、

花ノ木、上அ郷、ᮅ㟘ᕷ㸭稲荷山・郷戸、向山、中道・岡台などの遺跡があࡾ、更に、富士

ぢᕷ㸭南通遺跡、東台遺跡など柳瀬川流域に㐩する。花ノ木、西台、西台後藤田、南通など

の遺跡では、.L1�.L、D・E のᇶ本構造がᔂれていない菊川式の⛣ືရないしはᛅᐇなᶍೌ

ရと⪃࠼られる土器が出土している（第 235 図ղ）。これらは菊川式古ẁ㝵から中～新ẁ㝵

のもので、後⥆して新・最新ẁ㝵のものも☜ㄆできるから（中ᔱ 1991、ẚ田஭ 1991、松本

1991）、ᙼᡃとの஺流は⥅⥆ⓗであࡾ、ኚᐜし、ᩥᵝは⡆⣲化しても、東海系のせ⣲はᅾ地

化してᇙἐしてしまうことなࡃ型式ⓗな᝟ሗ更新がなࡉれ土ᖌ器形成࡬と⧅がっていった。

　午王山遺跡では住ᒃ跡の㔜」が⃭しࡃ一ᣓ出土土器にⰋዲなものがᑡなかったが、宮ノ台

式と岩鼻式を㝖いた住ᒃ跡からẚ㍑ⓗⰋዲな資料を㑅ูし、住ᒃ間の」合㛵ಀから新古を๭

ᗋし構⠏した住ᒃの土器⩌、環濠ෆでࡾ㈞ᇙἐした溝上部分にࡰ࡯出した。更に、環濠がࡾ

中ᒙから上ᒙにかࡅてまとまࡾのある土器⩌をᑐ㇟に型式Ꮫⓗ᳨ウを行った。また、Ḟኻし

ている資料➼を⿵うため近隣遺跡の資料も用いた。その⤖果、午王山遺跡とその周辺におࡅ
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る下戸塚式土器の編年は、大きࡃ古・中・新の３期区分がྍ⬟であった（下戸塚遺跡１・２・

３期とはᚲࡎしも合⮴ࡉせていない）。ただし、⣽分したྠ一時期住ᒃ間でも㔜」している

ものがあࡾ、時期を明らかにできない住ᒃ跡もᑡなࡃないから༢一時期のྠ時Ꮡᅾを๭ࡾ出

すことはᅔ㞴である。 

　① 下戸塚式古期　下戸塚式の北方࡬のᣑ大による進出集落⩌のうࡕ、⌧時点で最も古ࡃ

㐳るものは花ノ木遺跡（石ᆏ・௚ 1994）であࡾ、午王山遺跡におࡅる環濠集落㛤ጞ期௨前

である。花ノ木遺跡は環濠集落であるが、環濠እの第１号方形周溝墓から出土した土器がヱ

ᙜする（第 235 図ճ 10 ～ 13）。10 の小型ናは、⬗部下఩に⛸をもࢣࣁ、ࡕ目ỿ⥺と่ࢣࣁ

✺ᩥで .L1 を、⛸௜近まで幅ᗈࡃ /5 ⦖ᩥを᪋して .L を構成する（第 237 図１）。ཱྀ縁部は

୙明であるが、㢕⬗部は成形・ᩚ形・᪋ᩥにおいて菊川式土器にᛅᐇであࡾ、菊川式古ẁ㝵

のᵝ┦をṧす。11 は小型ናのཱྀ縁部でཱྀ၁➃部（㹟）に⦖ᩥ、ཱྀෆᖏ（㹠）に่ࢣࣁ✺ᩥ

を᪋す。ただし、このཱྀ縁部は大きࡃእ‴しない点はᛅᐇなᶍೌရとはゝࡎ࠼ኚᐜがぢられ

る。12 はና下半部で、ᗏ㠃は中ኸがพࡳእ周にⷧい⢓土ᖏがᕠる㍯台㢼のᗏ㠃で、菊川式

の≉ᚩを示す。13 は久ヶ原式のናで、⫪部に⩚≧⦖ᩥᖏをỿ⥺区⏬したᩥᵝᖏがあࡾ、器

㠃は赤ᙬࡉれている。おそらࡃ㢕部にもỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏがある２ᖏ型の久ヶ原Ⅰ式新期

で、最ึから菊川式系と久ヶ原式系のΰ成であることを示す。午王山遺跡では１期をḞいて

おࡾ、白子川・越戸川流域࡬の進ධ時期が岩鼻式３期の集落Ꮡ⥆期間中か᧔㏥した直後かは

୙明だが、花ノ木遺跡㛤ጞ期は岩鼻式３期 /久ヶ原Ⅰ式新期ే行に཰まると⪃࠼たい。

　② 下戸塚式中期　午王山遺跡の環濠集落造営期であࡾ、住ᒃは⃭しࡃ㔜」する。土器か

らは中・古期と中・新期とに分ࡅられ、環濠集落の形成は中・古期に㛤ጞࡉれる。しかし、

環濠ෆ出土土器でもＡ溝では中・古期にẚᐃできる土器がまとまって出土する⟠ᡤ（３次・

㸵次Ａ溝域と㸳次Ａ区Ａ溝域）がある。このことは、᪩いẁ㝵でのᇙἐ㛤ጞと溝中ᢞᲠが行

われたことを示している。

　ａ．中・古期　器✀は、ና・ᗈཱྀና・↓㢕ና・⏎・㖊・㧗ᆗからなる。ඛ述の３次Ａ溝、

㸵次Ａ溝、㸳次Ａ区Ａ溝出土資料にまとまࡾがあࡾ、住ᒃ跡では 11・24・57・68・86・91・

107・118・129・144 号住➼のᗋ直出土資料があࡆられる。近隣の吹上遺跡３次 26 号住出土

土器（第 239 図ղ）は午王山遺跡のḞを⿵うⰋዲなࢺࢵࢭ㛵ಀを示す（鈴木一2003）。

　ና　ཱྀ縁部形ែには、」合ཱྀ縁、ᢡ㏉し≧ཱྀ縁、༢ཱྀ縁がある。

　菊川式系の」合ཱྀ縁は、」合部下➃の✺出は目❧たたཱྀཷࡎ≧の形ែがಖたれておࡾ、ཱྀ

縁部ෆ㠃᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれたもの (第 236 図 16・24) が、午王山遺跡におࡅるึ⌧期の≉

ᚩをよࡃ示す。Წ≧ᾋᩥがないཷཱྀ≧幅ᗈ」合ཱྀ縁（第 236 図 31）は、そのཱྀ縁部形≧が

菊川式古ẁ㝵（Ⅴ㸫２）に఩⨨࡙ࡅられている༑二ᡤ遺跡出土土器（第 239 図１）に♽型が

ồめられようか。31 はⅡᩥᵝᖏが分かるᩘᑡない஦౛でもあࡾ（第 237 図４）、⬗⫪部に✺

ᖏのྡṧのような⛸があってⅡᩥᵝᖏのጞ点とな่ࢣࣁ、ࡾ✺ᩥの .L1 とその下部の .L は

5/�/5�5/ の⩚≧⦖ᩥᖏであࡾ、中間点の෇形ᾋᩥが୧者を⏬する。このⅡᩥᵝᖏは第 237

図１にẚし幅⊃ࡃ⬗⫪部にまとまっているから菊川式中ẁ㝵（Ⅴ㸫３）௨㝆であることは明

らかで、下戸塚式中・古の時間ⓗ఩⨨࡙ࡅの目安となる。一方、幅ᗈでᲬ≧ᾋᩥが௜ࡉれた

ものも菊川式に系㆕があるようであるが、午王山遺跡の」合ཱྀ縁部に⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれたも
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の（第 236 図 25、第 239 図ձ４）ࡸ↓ᩥのもの（第 236 図 19）などは㥴Ἑのናに≉ᚩⓗな

」合ཱྀ縁（第 239 図２・３）との㛵ಀᛶも↓どできない。菊川式系のᗏ部形ែは、㍯台㢼の

ᗏ㠃を᭷するものが古期から⥅ᢎࡉれている（第 236 図㸵）。

　菊川式のᢡ㏉し≧ཱྀ縁ናのཱྀ縁部形ែは四ゅ形≧で大きࡃእ‴しෆእ㠃を⿦㣭するのが≉

ᚩで（第 234 図）、武蔵野台地北部でも西台遺跡１次小型住ᒃ跡出土ና（第 235 図㸵）が近

い。しかし、午王山遺跡ではそのような஦౛が⛥で、四ゅ形≧のཱྀ縁部を᭷するና（第 236

図㸴）も大きࡃ㛤ࡃがእ‴するとはゝࡎ࠼、ཱྀ 縁እ㠃ཱྀࡸෆᖏに⿦㣭がなࡃⅡᩥᵝᖏもない。

༢ཱྀ縁のና（第 236 図 18）はཱྀ၁➃部に平ᆠ㠃を᭷しࡸࡸෆഴして菊川式系の≉ᚩを示すが、

ᢡ㏉し≧ཱྀ縁ናと༢ཱྀ縁ናはⅡᩥᵝᖏが .L1 のࡳで .L がないものが࡯とࢇどである。ࢣࣁ

่✺ᩥによるᩳ行ᩥは༢ᩳと⩚≧をなすものがあるが、上下をࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬ࡉれて⊂❧

したᩥᵝᖏをなす（第 236 図 26・32・38、第 237 図２・３）。.L1 のࡳで上下ࢣࣁỿ⥺区⏬

第）ࡾからあࡃれたものは菊川式にも᪩ࡉ 234 図㸴）、┬␎とするよࡾは完⤖したᩥᵝとࡳ

る࡭きかもしれない。あるいは、後述する東㥴Ἑの菊川式系土器との㛵ಀᛶも⪃࠼るᚲせが

あࡾ、.L1 のࡳの構成をᅾ地化と表⌧するだࡅで∦௜ࡅる࡭きではない。

　久ヶ原式系では、古期の花ノ木遺跡出土ና（第 235 図 13）の系⤫をᘬࡃ、一ᖏないしは

二ᖏのỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏを᭷するᢡ㏉し≧ཱྀ縁赤ᙬናのᏑᅾが目❧つ。57 号住（第 236

図㸳）、68 号住（11・12）、３次Ａ溝（28・30）、㸵次Ａ溝のና（36・37）などがあࡆられる。久ヶ

原式系のናでも山形ᩥなどがᑡないのにẚしてỿ⥺区⏬ࡉれたᖏ⦖ᩥの༟越は、松本 完Ặ

もᣦ᦬しておࡾ、久ヶ原式とは␗なるᅾ来のናとしてࠕ午王山式ࠖと仮⛠することも一方ἲ

としている（松本 2007 S�285・S�289 ト 21）。しかし、ỿ⥺区⏬ᖏ⦖ᩥናは岩鼻式にకう久ヶ

原式に系㆕がある久ヶ原式系であることは☜かであって、下戸塚式の構成せ⣲として加࠼て

おきたい。また、ᑡないとはゝ࠼山形ᩥをጞめとする久ヶ原式はక出しておࡾ、஺ᕪ編年の

目安になる。91 号住出土の山形ᩥ∦（第 236 図㸷・10）はᶓᖏ⩚≧⦖ᩥ中に⮬⧘⤖⠇ᩥが

２᮲᪋ࡉれ、山形ᩥはᶓᖏᩥに近᥋し㡬点間が⊃まっておࡌ⥲、ࡾてỿ⥺は⣽ࡃなっている。

21 はᶓᖏ⦖ᩥᖏに᥋して上向き㗬ṑᩥ区⏬⦖ᩥᖏからなっておࡾ、㸷・10・21 の≉ᚩは久ヶ

原Ⅱ式古ẁ㝵に఩⨨࡙ࡅられるᩥᵝ構成である。

　なお、⩚≧⦖ᩥᖏናでもその区⏬に、上఩がࢣࣁ目ỿ⥺、下఩が➉Ⳣによるものがあࡾ（第

236 図３、第 237 図㸳）があࡾ、菊川式系と久ヶ原式系とのᢡ⾺型とぢられる。㛗めの原య

によるᩳ行⦖ᩥで➃末⤖⠇のないና(第236図20)は、菊川式系であろうが、赤ᙬࡉれている。

赤ᙬは、久ヶ原式系は㧗ᆗ・㖊もྵめて⥲ࡌて᪋ࡉれているが、菊川式系でも 16・25・26

は赤ᙬࡉれておࡾ、下戸塚遺跡では赤ᙬ⋡が㧗いとする松本 完Ặのᣦ᦬ (松本 1996 S�623)

が午王山遺跡でもᙜてはまる。

台௜⏎が୺流を༨めるようになるのが、菊川式系の進出による最も大きなኚ化でࢣࣁ　⏎　

ある。台௜⏎はཱྀ縁部がᒅ᭤ᗘのある㢕部から▷ࡃ㛤き⬗部最大ᚄがࡸࡸ上方にある形≧で、

ཱྀ၁➃部をᩚࢣࣁ形ලで㠃ྲྀし下方から้ࡳをධれるのが≉ᚩである（第 236 図 2・34）。

その一方で、久ヶ原式系のࢹࢼ⏎もకい（第 236 図 14・15・40）、後⥆してい14。ࡃ は㍯✚

15、࠼形がᇉ間ぢᩚࢣࣁ⑞を明░にṧすが、⬗部にࡳ はᩚࢹࢼ形と࣑࣊ࣛ࢞࢟だが、㍯✚

部がᙇらない。40⬗ࡾ⑞は⑞跡化し器形もཱྀ縁部に最大ᚄがあࡳ は一ẁの㍯✚ࡳ⑞上に้
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。形⑞がぢられるᩚࢣࣁだが⬗部に⏎ࢹࢼ部はࡳ✚を᪋す⏎で、㍯ࡳ

　ᗈཱྀና・↓㢕ና・㖊・㧗ᆗ　いࡎれも菊川式系と久ヶ原式系の୧者がある。菊川式系のᗈ

ཱྀና・↓㢕ና（第 236 図㸶・27）は、いࡎれもᩚࢣࣁ形⑞をṧす↓ᩥ土器で赤ᙬࡉれない。

㖊（第 239 図 16）はཱྀ辺部とయ部間に⛸を᭷し、ෆእともに࣑࣊ࣛ࢞࢟ࡉれている。㧗ᆗ

はⰋዲな資料はᑡないが、ᆗ部だࡅの 17 はእ方に㛤ࡃが菊川式のように㘥≧にはなࡾきれ

ていない。一方、⬮部（35）は菊川式にᛅᐇで、᥋合部のⷧい✺ᖏに่ࢣࣁ✺で้ࡳを᪋し、

〈は㘽≧に㛤き⩚≧⦖ᩥを᪋す。久ヶ原式系は精〇土器で、ᢡ㏉しཱྀ縁部に⦖ᩥ᪋ᩥし้ࡳ

がධࡾ、㢕⬗部に一ᖏのỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏが㓄ࡉれ赤ᙬࡉれたᗈཱྀና（第 236 図 22）、27

号住出土の㖊（第236図23）もཱྀ縁部にỿ⥺区⏬の⩚≧⦖ᩥᖏがある。㸷号住出土㧗ᆗ◚∦（第

30 図ն）もそうで、吹上遺跡３次 41 号住出土㧗ᆗ（第 240 図４）がᆗ部の形≧が分かる஦

౛であࡾ、ናとྠᵝに、ỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏのᏑᅾが㝿❧つ。

　ｂ．中・新期　環濠では、第２次Ａ溝東ഃ、第４次Ａ溝・第㸳次㹀区Ａ溝・11 次Ａ溝出

土土器が中・古期よࡾも新しいᵝ┦でまとまっておࡾ、環濠ᇙἐが進ࢇだ時期は中・新期の

ようである。そして、西ഃ（４次、㸳次㹀区）ではＡ・㹀溝上に住ᒃも構⠏ࡉれるようにな

る。Ａ・㹀溝上に構⠏ࡉれた 30・50・51・52・63 号住出土土器ࡸ、」合㛵ಀで新しࡃ఩⨨

ṧす㸳・10・95・142ࡃられる住ᒃ跡出土土器であっても菊川式系のせ⣲をⰍ⃰ࡅ࡙ 号住ᒃ

跡➼出土土器をヱᙜࡉせた（第 238 図）。

　ና　」合ཱྀ縁ናはෆ‴ᗘがᙉまるが、下➃࡬の✺出はまだぢられࡎ、⫪部の⛸がṧるも

の ( 第 238 図 20) ・36）ࡾᲬ≧ᾋᩥをもたない中型」合ཱྀ縁ናには➉⟶ᩳ᱁子目ᩥがあ、ࡸ

37）、37 には෇形ᮒᩥがある。➉Ⳣᩳ᱁子目ᩥは菊川式Ⅴ � ３・４期（第 234 図 15）にあ

・12）ࡾる。ᢡ㏉し≧ཱྀ縁はཱྀ縁➃部の㠃ྲྀがṧ࠼❚その᥇用には新たな㛵ಀᛶ⥅⥆が、ࡾ

下部に㔜ᚰがある形≧は健ᅾである（13）。ᢡ࠼が増しているとはいࡳ୸ࡸࡸ、（29・14・13

㏉し≧ཱྀ縁のཱྀෆᖏには่ࢣࣁ✺ᩥは࡯とࢇどぢられࡎ、あってもᩳ行⦖ᩥ（14）ࡸ⩚≧⦖

ᩥ（29）である。༢ཱྀ縁（１・30）は、ཱྀ၁➃部に平ᆠ㠃をもつ点はኚわࡾないが、明░に

ෆ‴するか（１)、ෆ‴Ẽ࿡（30）である。ᩥᵝは .L1 だࡅで .L が┬␎ࡉれた⡆⣲なものと

な12・１、ࡾ（第 237 図㸵）・30・38 はࢣࣁ目ỿ⥺の上఩区⏬と่✺によるᩳ行ᩥであࡾ、

第 237 図㸶は⩚≧ᩥである。第 238 図㸷（第 237 図 9）は .L1 と .L のቃ⏺となる࡭き部分

に෇形ᾋᩥが㓄ࡉれているが、., が┬␎ࡉれたため⤖果としての最下➃の఩⨨となってい

る。一方、13（第 237 図 10）は .L1 が┬␎ࡉれ .L が㛗い原యのᩳ行⦖ᩥᖏを構成するもの

で、ࢣࣁ目ỿ⥺と෇形ᾋᩥは最上఩にある。中・古期が .L1 だࡅでもあっても上下をỿ⥺区

⏬して完⤖したᩥᵝᖏがከいのにᑐし、中・新期が┬␎したままのものがከい点に新ᪧ㛵ಀ

を⪃࠼たい。10 はཱྀෆᖏに原యの▷いᩳ行⦖ᩥで㢕⬗部の⩚≧⦖ᩥもྠᵝで㥴Ἑ系とぢら

れ、菊川式系でも東㥴Ἑの菊川式系の新たなἼཬがあったこと13、ࡸ が出土した午王山 142

号住ではኚ形ながら࣡ࢫࣛࢢࣥ࢖型㧗ᆗがక出しておࡾ（第 238 図 15）、新期௨㝆出土஦౛

が増࠼る西遠Ụ௨西との஺流ᣑ大もど野にධれるᚲせがある。

　久ヶ原式系のናはⰋዲな資料はないが、ỿ⥺区⏬ࡉれたᖏ⦖ᩥናには」合ཱྀ縁ና（第 238

図 17）がある。本来、久ヶ原式のናはᢡ㏉しཱྀ縁がᇶ本であࡾ 16 がそうであるが、」合ཱྀ

縁の᥇用は、その形ែが菊川式系とྠᵝのཷཱྀࡅ≧ཱྀ縁部形ែであることから୧者の⼥合と
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もྲྀれる。16・17・40 は㢕部ᩥᵝᖏの఩⨨から二ᖏ型になるྍ⬟ᛶがあࡾ、中・古ẁ㝵か

ら⥅⥆してᏑᅾឤがある。一ᖏ型の஦౛としては27（第237図11）35ࡸがある。大型◚∦(18)

はỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥᖏの下部山形ᩥは形がᔂれ幅も⊃ࡃ༢ᩳ方向（/5）であࡾ、ྠᵝの≉ᚩ

をもつ久ヶ原式を安藤編年では久ヶ原Ⅱ式古ẁ㝵に␃めている。しかし、第 236 図㸷・10

よࡾは新しいことは間㐪いなࡃ、本稿では久ヶ原２式新ẁ㝵としておࡃ。༢ཱྀ縁でཱྀ辺部に

下部をỿ⥺区⏬する⩚≧⦖ᩥᖏを᭷するና（22・23）は、久ヶ原１式（第 233 図 15）から

の系⤫であるが、ཱྀ縁部がෆ‴している 22 は、ඛ述の菊川式系のና（１）とྠㄪした新し

いせ⣲である。

台௜⏎（第ࢣࣁ　⏎　 238 図２・３・21・32・33）は、ཱྀ၁部にᩚࢣࣁ形ලによる㠃ྲྀがあ

れ、２・33ࡉるᢏἲは⥅ᢎ࠼を加ࡳ下方から้ࡾ のᢡ㏉しẁがあるようなཱྀ縁部は東遠Ụ

東部からの஺流⥅⥆を示す資料である。中・古期にẚして㢕部の཯ࡾがࡸࡸ᭤⥺化し、⬗⫪

部のᙇࡸࡾ⬗部中఩の෇形ᗘが増すのが新しいせ⣲である。ࢹࢼ⏎は台௜⏎（㸳・28）と平

ᗏ（㸴）があるが、台௜⏎は㍯✚ࡳ⑞がぢられࡎ、平ᗏには一ẁの㍯✚ࡳ⑞跡がṧっている。

　ᗈཱྀና・↓㢕ና・㖊・㧗ᆗ　菊川式系と久ヶ原式系との⤌ࡳ合わせからなるが、菊川式系

は⢒〇な㖊・㧗ᆗ、久ヶ原式系は⿦㣭ᛶがあࡾ赤ᙬࡉれた精〇の↓㢕ና・㖊・㧗ᆗである点

は、中・古期から⥅⥆する。

　⢒〇㖊（第 238 図 25・26）は、いࡎれもయ部下半とのቃに⛸をもࡕ、ᗏ㠃は周ᅖにⷧい

⢓土ᖏがあࡾ中ኸ部がพࢇでいるものがከい。菊川式の㖊にᛅᐇであࡾ、┦஫஺流の⥅⥆更

新が☜ㄆできる。ᩚࢣࣁ形⑞を明░にṧす㧗ᆗには二✀があࡾ、㖊≧のᆗ部を᭷しཱྀ၁➃部

ࡳを᭷するもの（11）とᢡ㏉しཱྀ縁で下➃に้ࡳ形ලによる㠃ྲྀ・下方からの้ᩚࢣࣁの࡬

を᭷しෆ‴し῝ࡳがあるもの（31）とがある。前者は、菊川式系⏎のཱྀ縁部とツࣜࢡがྠ一

である。久ヶ原式系はいࡎれもཱྀ縁部・ཱྀ辺部に⦖ᩥᖏを᭷するもので、↓㢕ና（第 238 図

34）はᢡ㏉しཱྀ縁で下➃に้ࡳを᭷し、小型↓㢕ና（19）は༢ཱྀ縁で⩚≧⦖ᩥᖏの下఩をỿ

⥺区⏬している。㖊 (41) は༢ཱྀ縁が㛤き、⩚≧⦖ᩥᖏの下఩がỿ⥺区⏬ࡉれる。ỿ⥺区⏬

ᶓᖏ⦖ᩥはናとྠᵝに㢧ⴭである。11 次Ａ溝出土の㧗ᆗ（39）はⷧࡃ幅ᗈの⢓土ᖏを㈞௜

してཱྀ縁部とし、⩚≧⦖ᩥを᪋し下఩に้ࡳを᪋している。⦖ᩥᖏには෇形ᮒᩥの点ิを３

ิ㓄している。11 次Ａ溝には、ඛ述したように」合ཱྀ縁ና（37）にも෇形ᮒᩥが᪋ࡉれて

いるものもあࡾ中・古期には☜ㄆできないから、その᥇用は中・新期のྍ⬟ᛶがある。　　

　ｃ．下戸塚式中期と駿河との関係性　ඛに午王山遺跡の」合ཱྀ縁ናのཱྀ縁部形ែࡸ⩚≧⦖

ᩥ᪋ᩥ・Წ≧ᾋᩥについて㥴Ἑとの㛵ಀᛶについてゐれたが、午王山遺跡㸵次Ａ溝からはⓏ

࿅式土器の小型ናが２点（第 239 図ղ 14・15）出土している。࿴ගᕷ / 吹上遺跡３次 26 号

住出土土器⩌（第 239 図ղ 5 ～ 13）は、東㥴Ἑの菊川式系土器⩌とᑐẚしてࡳるとඹ通す

る点がᑡなࡃない。３次 26 号住は、菊川式系のᩚࢣࣁ形⑞が明░な↓㢕ና（10）に久ヶ原

式系のỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏና（13）がకい、下戸塚式中・古期に఩⨨࡙ࡅられる。

　篠原࿴大Ặによれば、東㥴Ἑでも㯤瀬川ᡪ≧地に఩⨨する瀬戸川遺跡では、東遠Ụ系⤫の

ⴭしࡃኚᐜした土器⩌がࡳられるという（篠原 2002 S�692）。吹上３次 26 号住出土のና（㸳）

は、.L1（ࢣࣁ目ỿ⥺・่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥ）のࡳの瀬戸川 6B24 出土の༢ཱྀ縁ና（17）に、吹上

３次 26 号住出土の小形ና（㸵）はᢡ㏉しཱྀ縁でᩚࢣࣁ形だࡅの⡆⣲な小型ና（18）に近い。
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大型ና（㸶）の〈が✺き出たᗏ部形ែも㥴Ἑに≉ᚩⓗで、そのᗏ㠃形ែはࢣࣁ⩚≧่✺をࣁ

台௜⏎（11・12）のࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬した大型ና（㸴）とྠᵝの㍯台㢼である。菊川式系ࢣ

ᒅ᭤㢕部から▷ࡃእ཯し、最大ᚄが上఩にある⬗部形ែも、瀬戸川遺跡の台௜⏎（21・22）

に近ఝする。ᅉࡳに、午王山３次Ａ溝出土のὸ㖊（第 239 図 16）はཱྀ縁部が直❧する瀬戸

川遺跡の㖊（20）に近い。武蔵野台地の下戸塚式中ẁ㝵௨㝆の大きࡃእ‴しないᢡ㏉し≧ཱྀ

縁ࡸ⡆⣲化ࡉれた⿦㣭ᖏをもつ菊川式系土器は、東㥴Ἑのኚᐜした土器⩌からもたらࡉれた

ྍ⬟ᛶがあࡾ、菊川式系とゝってもそのⓎಙ地の≉ᐃが今後᳨ウㄢ㢟になってこよう。　　　

　ｄ．周辺の下戸塚式中期の土器　午王山遺跡近隣において、下戸塚式中期の遺跡が近年の

ㄪᰝによって増加しつつある（第 240 図）。下戸塚式がᐜㄆࡉれるためには、そのᗈがࡾが

ᢕᥱࡉれるᚲせがあるが、弥生時代後期の白子川周辺の土器に東海東部地方のᙳ㡪が⃰ཌな

点を最ึにᣦ᦬したのは、谷஭ ᙭Ặと㧗山清ྖẶである。୧Ặは、᫛࿴ 40 年代の前半に　　　

࿴ගᕷෆ（ᪧ・大࿴町）の宅地造成ࡸ㎰地㌿用などで出土した土器をᐇ ・ሗ࿌し（谷஭・

㧗山 1968）、上அ郷遺跡ࡸ午王山遺跡の出土土器を⤂௓した。後者については、本᭩でも෌

ᐇ したものがᥖ㍕ࡉれてお23）ࡾ 㡫第㸵図）、ここでは上அ郷遺跡の一部を෌㘓する（第

240 図 12 ～ 15）。12・13 は㢕⬗部の⿦㣭に่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥを᪋しているもので、いࡎれも

上఩のࡳをࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬している。12 は༢ཱྀ縁ናでෆ‴しཱྀ၁部に平ᆠ㠃がある。」

合ཱྀ縁ና（15）は」合部が下఩に✺出しないཷཱྀࡅ≧であࡾ、㢕部⦖ᩥᖏはỿ⥺区⏬である。

௨上のㅖ≉ᚩから、下戸塚式中・新期に఩⨨࡙ࡅられる。上அ郷遺跡は越戸川流域にあࡾ、

花ノ木遺跡をㄪᰝ・ሗ࿌した石ᆏಇ郎Ặによって花ノ木遺跡と一యの環濠集落とゎ㔘ࡉれて

いる。花ノ木遺跡の環濠集落は下戸塚式古期から中期に（あるいは新期にまで）⥅⥆してい

るようであࡾ、石ᆏẶによる土器の分析もある（石ᆏ・௚ 1994）。また、篠原࿴大Ặも第１

号環濠資料を᳨ウしているので（篠原 2009）、それらにㆡࡾたい。௨下は、⌧時点におࡅる

下戸塚式中期の北㝈域を示す土器⩌を、南から白子川、越戸川、黒目川、柳瀬川流域の㡰に

⤂௓する。

　白子川ᕥᓊの環濠集落である࿴ගᕷ / 吹上遺跡３次 26 号住出土土器（第 239 図ղ㸳～

13）が下戸塚式中・古期のⰋዲな஦౛であることはඛ述したが、３次 41 号住出土土器（第

240 図１～４）は 26 号住にはない㧗ᆗがまとまっている。いࡎれも⬮部をḞࡃが、ᩚࢣࣁ

形でཱྀ၁部に่ࢣࣁ✺の้ࡳがある⢒〇㧗ᆗ（１）と࣑࣊ࣛ࢞࢟と赤ᙬの精〇㧗ᆗ（２）は

㥴Ἑもྵめた東海東部系で（ኚ形しているが）、久ヶ原Ⅱ式古の㧗ᆗ（４）がకう。10 は、

ཱྀ၁➃部が㠃ྲྀࡉれ下方からの้ࡳがある菊川式系ࢣࣁ⏎である。下戸塚式中・古期に఩⨨

。たいࡅ࡙

　࿴ගᕷ / 四ツ木遺跡は越戸川流域にあ４、ࡾ次 30 号住出土の⏎（10）はཱྀ၁部஺஫ᢲᤫ

で㍯✚ࡳ⑞が඲ࡃぢられないࢹࢼ⏎だが、久ヶ原Ⅱ式古のና大型◚∦（11）がకっている（鈴

木一 2004）。36 号住では上఩のࡳのࢣࣁ目ỿ⥺区⏬で่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥのና◚∦ ( 㸳・㸴) に

ཱྀ၁➃部㠃をᩚ形し下方から่✺する菊川式系のࢣࣁ⏎（㸵）がకっておࡾ、下戸塚式中・

新期とぢる。39 号住ではࢣࣁ⏎（㸶）に⦪区⏬ᩥና（㸷）が出土している。⦪区⏬ᩥናは

古屋紀அẶが仮⛠田➃道℺山式として⊃⩏の弥生町式とᑐẚࡉせているが（古屋 2018）、本

౛は久ヶ原Ⅱ式ే行であࡾ、それ௨前とぢられる。⦪区⏬ᩥናの఩⨨࡙ࡅについては、系⤫
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㛵ಀとそのᗈがࡾ、あるいは下戸塚式との㛵ಀᛶᢕᥱにもうᑡし時間をかࡅるᚲせがある。

四ツ木遺跡の下戸塚式は、中・古期から中・新期にまたがるとぢておきたい。

　ᮅ㟘ᕷ /新屋敷遺跡第１地点 (郷戸遺跡 )は越戸川ᕥᓊにあって、ྑᓊഃの上அ郷遺跡に

ᑐᓖする。1968 年にⓎ᥀ㄪᰝࡉれた３号住出土土器が、Ụ原 㡰Ặによって෌᳨ウࡉれてい

る（Ụ原 1998）。16 はናで、ࢣࣁ目ỿ⥺下に่ࢣࣁ✺ᩳ行ᩥがᕠる .L1 だࡅの構成である。

17 はཱྀ၁部が㠃ྲྀࡉれるෆ‴Ẽ࿡のཱྀ縁部であ17、ࡾ とྠᵝの⫪部⿦㣭ᖏがあってもおか

しࡃはない。18・19 の台௜ࢣࣁ⏎はཱྀ၁➃部の㠃ྲྀと下方からの้ࡳがほᐹできるが、⬗

部の෇形ᗘが増して最大ᚄが中఩に⛣行している。下戸塚式中・新期に఩⨨࡙ࡅたい。

　ᮅ㟘ᕷ / 中道・岡台遺跡は黒目川ྑᓊの環濠集落で（↷ᯘ・Ụ原・௚ 2012）、部分ⓗにし

かㄪᰝࡉれていないが第３地点２号住、１号溝（環濠）、ヨ᥀地点（方形周溝墓）が菊川式

系と久ヶ原式系からなっている（20 ～ 31）。菊川式系では、⩚≧⦖ᩥᖏがࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬

ᩥ≦⩚✺่ࢣࣁがあるෆ‴Ẽ࿡ཱྀ縁でࡳの้✺่ࢣࣁれているና（20）、平縁でཱྀ၁部にࡉ

の上఩をࢣࣁ目ỿ⥺で区⏬するና (25・26) と㖊（24）が菊川式系で、ᩚࢣࣁ形⑞が明░な

㧗ᆗ⬮部 (21) もそのྍ⬟ᛶがある。久ヶ原式系は一ᖏ型ỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥናが目❧ってお

31・22、（31・27・22）ࡾ は赤ᙬࡉれている。⏎は、㍯✚ࡳ⑞跡をṧすもの（23）ࡸṧࡉな

いもの（30）も⬗部のᩚࢣࣁ形⑞が明░である。㍯✚ࡳ⑞が１ẁṧる⏎（29）はࢹࢼ⏎だが、

午王山㸳号住出土⏎（第 238 図㸴）のような平ᗏかもしれない。２号住は下戸塚中・古期、

１号溝は中・新期だが 23 のような古いᵝ┦をもつものもΰࡌているようである。

　志木ᕷ / 中野遺跡は柳瀬川ྑᓊにあるが（宅間・௚ 2017）、91 地点 21 号住から久ヶ原Ⅱ

式のና (32) が出土している。分ཌいᢡ㏉し≧ཱྀ縁で、㢕部にỿ⥺区⏬⩚≧⦖ᩥᖏがあࡾ、

赤ᙬࡉれている。క出した（33）⏎ࢣࣁはཱྀ縁部のツࣜࢡが菊川式系とはゝいษれない。⌧

時点では、下戸塚式中期の菊川式系土器は柳瀬川流域ではᕼⷧであࡾ、ᗈがるのは次期まで

待たࡡばならないとすれば、黒目川が下戸塚式中期におࡅる北㝈となるかもしれない。

　④　下戸塚式新期　ናにおࡅる➃末⤖⠇ᩥの┒行をもって⏬期とするもので、ࡸ✺่ࢣࣁ

られる。環濠ᇙἐ後の新期には、ᩘ㌺ࡅなる新期とに分ࡃ目ỿ⥺がṧる古期とそれがなࢣࣁ

の小集落が営まれていたようであࡾ、新・新期をもって午王山遺跡におࡅる弥生時代の集落

造営は⤊↉を㏄࠼る。　

　ａ．新・古期　午王山遺跡ではⰋዲな資料にஈしいので、࿴ගᕷ /吹上遺跡３次 12 号住、

３次３号溝出土土器（鈴木一2003）などを用いて記述する（第 241 図）。

　ና　ࢣࣁࡸᩥ✺่ࢣࣁ目ỿ⥺がṧるが、⡆␎化がよࡾ進ࡳ➃末⤖⠇ᩥのᏑᅾឤが㢧ⴭであ

る。第 241 図 1 は่ࢣࣁ✺ᩳ行ᩥをᕠらしただࡅであࡾ（第 237 図 12）、11 は่ࢣࣁ✺ᩳ行

ᩥを上下ࢣࣁỿ⥺で区⏬しているが、いࡎれも஘れが㢧ⴭである。10 は上఩ࢣࣁ目ỿ⥺に

➃末⤖⠇⩚≧⦖ᩥ（第 237 図 13）、２はࢣࣁ目ỿ⥺がなᩳࡃ行⦖ᩥの➃末⤖⠇、㸷もࢣࣁ目

ỿ⥺がなᩳࡃ行⦖ᩥの➃末⤖⠇で幅ᗈᶓ఩⦖ᩥᖏ（第 237 図 14）を構成する。㸷は下半部

に⛸があࡾ、ᗏ㠃中ኸがพࡴ≉ᚩは⥅ᢎしている。篠原࿴大Ặは㛗い⦖ᩥ原యと➃末⤖⠇ᩥ

を≉ᚩとする菊川式を࣑ࣔࢲ型と࿧⛠しておࡾ（篠原 2001）、ᶆ㆑となる藤ᯞᕷ / 上⸭田ࣔ

遺跡は志ኴ平野にあって㥴Ἑにᒓする。.L1ࢲ࣑ と .L をಖᣢするもの（第 234 図 12）にᛅ

ᐇな土器は、武蔵野台地東北縁一ᖏではᯈᶫ区 /西台後藤田遺跡 <43 号住（第 235 図㸶）ࡸ



ୈᶛষɹ໻ੜ࣌୅ूམͱग़౔Ҩ෺ͷ෼ੳ・ݕ౼

ʖ ��� ʖ

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜ৽・ظݹͷ౔ث



ʖ ��� ʖ

ɹɹɹɹୈ �અɹޕԦࢁҨ੻ग़౔໻ੜ౔ثͷฤ೥తҐஔ͚ͮ

富士ぢᕷ / 南通㸳号溝（第 235 図㸷）で出土しておࡾ、第 241 図 9 は .L だࡅの第 234 図 13

にᛅᐇであるとゝ࠼る。㥴Ἑ௨東の菊川式系のἼ≧ⓗな流ධがこのẁ㝵でもあったことが☜

ㄆでき、南通㸳号溝出土஦౛はその北㝈が柳瀬川流域にまでཬࢇだことを示す。

　久ヶ原式系のናはᩘᑡなࡃなるが、吹上遺跡３次３号溝から࣑ࣔࢲ型ናとともに出土した

第 241 図 17 は、山形ᩥが㔜なって⳻形になったᗄఱᏛᩥで構成ࡉれ、赤ᙬࡉれている。更

に」㞧化する久ヶ原Ⅲ式௨前の久ヶ原Ⅱ式新に఩⨨࡙ࡅられる。富士ぢᕷ /東台遺跡３号方

形周溝墓では、⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬⩚≧⦖ᩥᖏとその下఩にỿ⥺区⏬山形ᩥをもࡕ赤ᙬࡉれた

久ヶ原Ⅱ式のና ( 第 243 図ղ 12) と菊川式系ና（10・11）がక出してお10、ࡾ は࣑ࣔࢲ型

ናである（ᇼ 2005）。二ᖏの⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬⩚≧⦖ᩥᖏናは武蔵野台地東北➃地域ではึ⌧

であࡾ、この土器を෌ホ౯した小出輝雄Ặは、久ヶ原式の土器（12）と࣑ࣔࢲ型ና (10) の

ඹకから後期中㡭௨㝆、弥生町式௨前に఩⨨࡙ࡅた（小出 2006）。12 の」合ཱྀ縁はᲬ≧ᾋᩥ

が２᮲とᑡなࡃ幅も⊃いᮍⓎ㐩なものだが、久ヶ原式には本来」合ཱྀ縁はないからኚ形ရと

ゝ࠼る。⬗部山形ᩥは㡬点間がワまって形がᔂれておࡾ、小出Ặはከᑡ上下にᢲしつࡉࡪれ

たような器形ࡸỿ⥺も⣽いこともあࡆておࡾ、久ヶ原Ⅱ式新に఩⨨࡙ࡅておきたい（㸴）。こ

の土器は、吹上遺跡３次 12 号住出土ና（第 244 図 13）に系⤫ⓗに⧅がるものである。࣑ࣔ

型とした吹上遺跡３次３号溝出土ና（第ࢲ 241 図㸷）ࡸ東台遺跡３号方形周溝墓出土ና（第

243 図ղ 12）はཱྀ縁部をḞኻしているが、ཱྀ縁部形ែが分かる資料として新ᐟ区 /落合遺跡

㸳～㸵次 6,32 出土ና（第 243 図ճ 13）がある。ཌࡳのあるᢡ㏉し≧ཱྀ縁でእ方に㛤き、ཱྀ

ෆᖏに➃末⤖⠇ᩳ行⦖ᩥが᪋ࡉれておࡾ東海東部系のせ⣲がⰍ⃰い。

　⏎　ᢡ㏉し≧ཱྀ縁の⏎（第 241 図㸵・13）はཱྀ縁部形≧ࡸ⫪がᙇる器形に東遠Ụのせ⣲が

Ⰽ⃰ࡃぢられ、࣑ࣔࢲ型ናとともに東海東部からの新たなἼ≧ⓗなᙳ㡪があったことが分か

台௜⏎も、ࡾ 14・15 のようにཱྀ縁➃部の㠃ྲྀをṧすものは⥅ᢎࡉれている。その一方で、㸳・

㸴ࡸ午王山 62 号住出土⏎（第 243 図３）のように➃部に஺஫ᢲᤫが用いられるなどཱྀ縁➃

部形成のつ᱁ᛶがⷧれ、㢕⬗部の⦆᭤化ࡸ⫪部のᙇࡾもなࡃなってࡃる。（20）⏎ࢹࢼも⣽

かな᧿⑞がධࡾ、ᐇ 図によってはࢣࣁ⏎ともࢹࢼ⏎ともྲྀれる⏎が目❧つようになるのも

このẁ㝵௨㝆という（松本 2007　S�282）。

　㖊・㧗ᆗ　㖊は明☜に菊川式系とゝいうる≉ᚩを示すものはなࡃなる。吹上遺跡３次３

号溝出土㧗ᆗ（19）は久ヶ原式系で、ྠ・41 号住出土㧗ᆗ（第 240 図４）の系㆕をᘬࡃが、

ᢡ㏉しཱྀ縁部からయ部にかࡅての⦖ᩥᖏ下部のỿ⥺区⏬がなࡃなっている。㧗ᆗでは西遠Ụ

௨西のせ⣲が部分ⓗに⤌ࡳ㎸まれるものがࡳられるようになࡾ、 第 241 図３は、ᆗ部に幅ᗈ

の⢓土ᖏを㈞௜して⩚≧⦖ᩥᖏとし、ᆗ部と⬮部のቃに้ࡳ✺ᖏがつࡃが、෇形の㏱かしࡸ

㛤ࡃ〈部の⢓土㈞௜は西遠Ụのせ⣲である。࿴ගᕷ /城山遺跡１号住出土㧗ᆗ（第 243 図ձ

㸷）も⬮部に㏱かしᏍがあࡾ、午王山遺跡 62 号住では西遠Ụ௨西そのものあるいはᛅᐇに

ᶍೌした㧗ᆗがకう（第 243 図ձ㸳）。஺ᕪ編年上のⰋዲな資料であࡾ、後述する。

　ｂ．新・新期　弥生時代におࡅる午王山遺跡の集落⤊↉期（第 242 図１～ 15）であるが、

志木ᕷ /田子山遺跡 21 号住一ᣓ資料（16 ～ 21）で⿵う（尾形 1998）。

　ና　このẁ㝵にはࢣࣁࡸᩥ✺่ࢣࣁ目ỿ⥺はなࡃなࡾ、東海東部系のና（第 242 図 16）

の .L1 は᷸ᥥ直⥺ᩥとἼ≧ᩥで、.L は⩚≧⦖ᩥである（上఩ /5 は➃末⤖⠇で、下఩ 5/ は
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れていて୙明。第ࡉ࣑࢟࢞ࣛ࣊ 237 図 16）。幅ᗈ」合ཱྀ縁の下➃の✺出は明░であࡾ、⬗部

は下఩に㔜ᚰがあるものの⛸をもつ࡯どではない。Წ≧ᾋᩥが 3本でཌࡳがあるᢡ㏉し≧ཱྀ

縁ና（21）は、二ᖏの⮬⦖⤖⠇ᩥ区⏬ᖏ⦖ᩥで ( 第 237 図 19)、久ヶ原式系ናのỿ⥺区⏬２

ᖏから⮬⧘⤖⠇ᩥ区⏬２ᖏ࡬の⥅ᢎ・ኚ᥮とぢたい。午王山遺跡では、104 号住の幅ᗈ」合

ཱྀ縁ና（第 242 図 1）の下➃は 16 㸳・㸴（第、ࡾ出しがあࡳど明░ではないがは࡯ 237 図

17・18）は⩚≧⦖ᩥと➃末⤖⠇ᩥの⤌ࡳ合わせで次ẁ㝵での┒行が‽ഛࡉれている。

㢕⬗部が⦆᭤で⬗部の最大ᚄも中఩に⛣行して、ࡎられࡳはཱྀ၁➃部の㠃ྲྀは⏎ࢣࣁ　⏎　

いる（第 242 図 17・18）。ᢡ㏉し≧ཱྀ縁の台௜⏎（15）は、ཱྀ縁部がᡥ平となࡾ⦆᭤な㢕部

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜ৽・৽ظͷ౔ث
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から⬗部に⛣る。最大ᚄがཱྀ縁部にある㍯✚（４）⏎ࡳは㍯✚ࡳ⑞がཱྀ辺部だࡅで㢕⬗部௨

下はᩚࢣࣁ形がなࡉれ、（11・10・３）⏎ࢹࢼは㢕部が⦆᭤なまま⬗部に⛣行する。

　㖊・㧗ᆗ　㖊（㸷・19）は小型化している。㧗ᆗ（20）は、ᆗ部がෆ‴化し⦖ᩥᖏの区⏬

は⮬⧘⤖⠇ᩥであࡾ、ᆗ部と⬮部ቃの✺ᖏࡸ⬮部〈の⦖ᩥを௜した⢓土ᖏࡸ赤ᙬなど久ヶ原

式系の㧗ᆗである。⬮部の୕ゅ形の㏱かしは久ヶ原遺跡（久が原භ㸫２� 㸵）３号土ᆙで出

土しておࡾ（㰻藤あ 2017 S�64）、ྠ土器のᆗ部ཱྀ辺部⦖ᩥᖏにはከ᮲の⮬⧘⤖⠇ᩥがࡳら

れる。ྠ遺構からは㢕部よࡾ上఩だࡅに㍯✚ࡳ⑞をṧす台௜⏎も出土している。ྠ土器は、

久ヶ原Ⅱ式に఩⨨࡙ࡅられている。

ୈ ��� ਤɹԼށ௩ࣜ৽・ظݹͱͷซ܎ؔߦ౔ث
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　ｃ．下戸塚新期と東海西部との交差編年　午王山遺跡 62 号住出土土器（第 243 図ձ１～

5）は、区⏬のないࡸ（１）ᩥ≦⩚✺่ࢣࣁỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥ（２）がṧる下戸塚式新・古

期だが、㧗ᆗ（㸳）は西遠Ụ௨西の山中型᭷ẁ㧗ᆗである（㸵）。城山遺跡１号住出土土器（第

243 図ձ㸴～ 10）は、ỿ⥺区⏬ᶓᖏ⦖ᩥᖏ下に山形ᩥがࡎれて㔜なるがᲓ子がධࡾ㎸まない

久ヶ原Ⅱ式新の大型ና（㸶）、ࡸࡸෆ‴の༢ཱྀ縁・上఩ࢣࣁỿ⥺➃末⤖⠇ᩥ・⬗下部㔜ᚰの

菊川式系のና（㸴）、㎞うࡌてཱྀ၁部㠃ྲྀをṧす台௜⏎（㸵）、㏱かしᏍのある㧗ᆗ（㸷）は

下戸塚式新・古期の⤌ࡳ合わせを示している（∾田 1998）。కった㧗ᆗ（10）は⬮部をḞࡃが、

ཱྀ၁➃部に平➃㠃があࡾᆗ部が῝ࡃෆ‴する᭷⛸㧗ᆗであって、廻間Ⅰ式（Ḟ山式）成❧期

のᵝ┦をもつ。㸳ࡸ 10 はእ来系で、東海地方西部の山中Ⅱ式３ẁ㝵から 廻間Ⅰ式㸮ẁ㝵に

఩⨨࡙ࡅられるようなので（赤塚 2002）、下戸塚式新・古期と東海地方西部とのే行㛵ಀの

目安となる。

　

４　下戸塚式以後

　下戸塚式⤊↉後、武蔵野台地東北縁地域では、遺跡のᣑ大増加がㄆめられるがその土器は

弥生町式土器である。前㡯において、下戸塚式新期では菊川式系の➃末⤖⠇ᩥで一ᖏ⦖ᩥᖏ

を構成するናが୺流を༨めるようになるとしてきたが、その正⤫を⥅ࡄのはࠕ弥生式土器

第１号ࠖの本郷弥生町遺跡出土ና（石川 2008 SS�76�79）に௚ならない（第 244 図１）。.L1

と .L の構成がこのẁ㝵までάきているとすれば、この土器がᶓ⩚≧➃末⤖⠇ᩥ一ᖏで上方

にᾋᩥがあるのは .L だࡅの構成だからである。この土器はཱྀ縁部をḞኻしているが、ὸ野

地区 11 号方形周溝墓から出土した２点（３・４）は幅ᗈ」合ཱྀ縁である。２点とも」合ཱྀ

縁の下➃が✺出しᲬ≧ᾋᩥも㸳᮲とከࡃなってお４、ࡾでは➃末⤖⠇⦖ᩥᖏ３ẁの構成で෇

形赤ᙬᩥもほᐹできる。３の㢕部直下の⦖ᩥᖏは、.L1 が↓⠇ /U ➃末⤖⠇であࡾ、下఩の

⩚≧⦖ᩥᖏを .L とすれば෇形ᾋᩥの఩⨨は .L1 と .L の中間点で下戸塚式中期௨㝆の構造が

⥅ᢎࡉれているのである（㸶）。３・４のような➃末⤖⠇ᩥ一ᖏ⦖ᩥᖏናとともに出土した第

244 図２は、⮬⧘⤖⠇ᩥで上下区⏬する幅ᗈ一ᖏ⦖ᩥናであࡾ、東海東部系と久ヶ原式系の

せ⣲が一య化してస出ࡉれたものとࡳる。

　午王山遺跡周辺では、富士ぢᕷ /南通遺跡第３地点出土ና（第 244 図㸳）ࡸ志木ᕷ /西原

大塚遺跡 349 号住出土ና（㸷）が⤖⠇ᩥ区⏬⦖ᩥ一ᖏናであࡾ、⤖⠇ᩥ区⏬⦖ᩥᖏの下఩に

ኚ㉁ỿ⥺区⏬山形ᩥና（10）ࡸ⤖⠇ᩥ区⏬二ᖏ⦖ᩥᖏና（㸴・㸶）は久ヶ原式系ናで、下戸

塚式を⥅ᢎする構成せ⣲である。ᩧ藤⍞✑Ặが下戸塚Ⅱ式の౛としてあࡆた吹上遺跡３次

41 号住出土ና（13）の下఩⦖ᩥᖏは、ᶓᖏ⦖ᩥᖏとኚ㉁山形ᩥが一యとなࡾ㗬ṑᩥ化した

10 からの系⤫とぢられる。一ᖏ⦖ᩥናは、」合ཱྀ縁部が直❧し、よࡾ幅ᗈとなってᲬ≧ᾋ

ᩥᩘが増加するとともに⬗部の෇形化などのⓎ㐩をࡳせる（11・12）。古屋紀அẶがࠕ⊃⩏

の弥生町式ࠖと⛠した本郷弥生町出土ናを、改めて࢝ࢥࢵなしで弥生町式土器と࿧⛠す࡭き

と୺ᙇしたい。

５　終わりに

　武蔵野台地東北縁地域の弥生時代中期後半から後期後半にかかる土器編年を記してきた
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が、午王山遺跡の環濠集落造営期である下戸塚式については古・中・新期と時期分類した。

今後、周辺資料の増加に合わせて分析が精緻化すれば、１期・２期・３期・・・に、あるいは、

１式・２式・３式・・・に分類できる日が来ることを期待したい。更に、弥生時代後期末か

ら古墳時代前期にかかる弥生町式土器・前野町式土器・五領式土器の土器編年についても記

述を進めたいところであるが、すでに紙幅も尽きている。機会があれば改めて稿を草するこ

ととし、ここではこれまでの記述と若干の追加を第245・246・247図と第30表のようにまとめ、

筆者の責を果たしたことにする。

＊宮ノ台式　安藤 (1990)、久ヶ原式　安藤（2017）、北武蔵　柿沼（2012）、北川谷（古屋 2013）

　菊川式（篠原 2001）、山中式・廻間式（赤塚 2002）

　なお、本稿を記すにあたっては下記の方々にご教示をいただいた。記して謝意を表したい。

　石川日出志、遠藤英子、尾形敏則、小倉淳一、菊池健一、小出輝雄、笹森紀己子、

　佐藤康二、鈴木一郎、鈴木敏則、鈴木敏弘、宅間清公、轟　直行、野本孝明、前田秀則

　松本　完

�ɹ第 30 表　午王山遺跡とその周辺域　弥生時代中期後半から後期末の編年
土器型式

 

武蔵野台地東北縁（白子川・越戸川・黒目川・柳瀬川流域） 北武蔵 南武蔵南部 東海東部な

ど
午王山遺跡　遺構 近隣遺跡・遺構

宮

ノ

台

式

Ⅲ期 ― 花ノ木 4次 10 住 北島式 宮ノ台式Ⅲ期

白岩式Ⅳ期 ― 宮ノ台式Ⅳ期

Ⅴ期 82 住、87 住、133 住 新屋敷第 1地点 6住

本村南

仮 用土・平式

仮 代正寺式

宮ノ台式Ⅴ期

岩鼻式１期 ― ― 岩鼻式１期 久ヶ原Ⅰ式古 菊川式最古

岩鼻式２期古 1住、3住、72 住、97 住 氷川神社北方 21 住 岩鼻式２期古

菊川式古岩鼻式２期新 74 住、108 住、124 住、137 住 岩鼻式２期新 久ヶ原Ⅰ式新

岩鼻式３期 81 住、105 住、141 住、（18 住、119 号住） 稲荷山・郷戸 9地点 9住 岩鼻式３期

下戸塚式古 ― 花ノ木 県 1方形周溝墓

下戸塚式中・

古

4住、8住、9住、11 住、20 住、24 住、27 住、

57 住、59 住、68 住、73 住、75 住、84 住、

86 住、90 住、91 住、93 住、100 住、107 住、

110 住、113 住、118 住、121 住、128 住、129 住、

138 住、144 住、Ａ溝 (3 次 2 溝・7 次 2 溝・

5次 A区 1溝 )

吹上 3次 26 住・41 住

四ツ木 4次 30 住

吉ヶ谷 1 式１

期

吉ヶ谷１式 2

期

吉ヶ谷１式 3

期

久ヶ原Ⅱ式古

北川谷 3期古

菊川式中～新

山中式Ⅲ

廻間Ⅰ式

菊川式最新

下戸塚式中・

新

5住、10 住、12 住、14 住、16 住、30 住、42 住、

44 住、50 住、51 住、52 住、58 住、63 住、

69 住、77 住、78 住、88 住、92 住、95 住、

130 住、132 住、142 住、146 住、Ａ溝（4 次

2 溝・5 次 B 区 2 溝・2 次 1 溝・10 次 1 溝・

11 次 1 溝）

中道・岡台第 3地点 1

溝

新屋敷 1地点 3号住

久ヶ原Ⅱ式新

北川谷 3期新

北川谷 4期古

久ヶ原Ⅲ式

北川谷４期新

下戸塚式新・

古

19 住、62 住、（101 住） 吹 上 3 次 12 住、3 次 3

溝

城山 1住

東台 3号方形周溝墓

吉ヶ谷２式 1

期

下戸塚式新・

新

23 住、96 住、104 住、109 住、114 住 田子山 31 地点 21 住

弥生町式古 ― 南通 3地点 105 住

西原大塚 349 住

吉ヶ谷２式 2

期

吉ヶ谷系

弥生町式新 ― 北通 38・39 地点 61 住

成増百向 5地点 3住

前野町式古 ― 富士前 15地点 1住 日吉台 / 北川

谷 5期古

北川谷 5期新

廻間Ⅱ式前半

前野町式新 ― 南通 3地点 109 住

成増一丁目 2住

廻間Ⅱ式後半
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࠙トࠚ

１）安藤Ặは、松本完Ặࡸ鈴木正༤Ặの久ヶ原式ㄽ（松本 2005・鈴木正 2009）もཧ⪃になったと記している。

後者は、菊池⩏次Ặの久ヶ原Ⅱ式（鈴木㸻久ヶ原２式）の෌ホ౯で、大村直Ặの久ヶ原 1 式・2 式の

時期区分との┦㐪・㱈㱒、⿦㣭ናのᩥᵝᖏ系⤫のㄗㅸを⾪いている。

２）柿沼 2013 では午王山遺跡出土土器の東ி‴ᓊ地域との編年ᑐẚを、大村　直Ặの久ヶ原 1・2 式から

山田ᶫ式とのẚ㍑・᳨ウで行ったが、久ヶ原Ⅱ式のᢅいにኻᙜがあるとの鈴木正༤Ặのᣦ᦬（ト１）

をཷࡅ、久ヶ原式土器に㛵しては安藤Ặが෌タᐃした編年に‽ᣐする。大村Ặは久ヶ原式と山田ᶫ式

を分ࡅるᇶ‽をናにおࡅる⤖⠇ᩥ区⏬の᥇用としている。ỿ⥺区⏬から⤖⠇ᩥ区⏬࡬の⛣行を久ヶ原

式 / 弥生町式区分のᇶ‽とする⪃࠼を෌ホ౯したのは笹森紀己子Ặだが（笹森 1984）、Ặも久ヶ原Ⅱ

式࡬のホ౯はపい。しかし、武蔵野台地東北縁ではỿ⥺ᩥ区⏬が久ヶ原Ⅱ式ే行でも᰿ᙉࡃṧࡾ、⤖

⠇ᩥ区⏬がࡳられるようになるのは下戸塚式でも➃末⤖⠇が┒行するẁ㝵௨㝆であࡾ、⣽ูのᇶ‽に

はなࡾにࡃい。下戸塚式中期にకうのは久ヶ原Ⅱ式とすれば、ᐇែに༶したక出㛵ಀが☜ㄆできる。

３）この資料は、2008 年に㛤ദࡉれたࠕ㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯南㛵東の弥生後期土器を⪃࠼るࠖで❧花ᐇẶから⤂௓ࡉ

れたもので（❧花 2009、大☾町 2007）、会ሙから篠原࿴大・鈴木敏則・大木⤀一郎ẶがⓎゝしてホ౯

を加࠼ている。

４）松本Ặは่᷸ࠕ✺ᩥࠖと表⌧しているが、その᪋ᩥἲについて佐原　┿Ặはᐇ㦂⪃古Ꮫの成果から᪋

ᩥලはⷧᯈ≧のᩚࢣࣁ形ලであࡾ、ᢲしつࡅることによって᪋ᩥすることからࠕ木目ỿ⥺⣠ とࠖ表⌧し、

ᕤලの㛗ࡸࡉᢲᅽの௙方によってࠕ木目ิ点⣠ 木目้目⣠ࠖと区分する（佐原ࠕࠖ 1987）。篠原࿴大Ặ

は佐原Ặに‽ᣐしてࠕ木目ỿ⥺ᩥࠖを用い、ྠࡌᕤලによるࠕᨃ⦖ᩥࠖを่ࢣࣁࠕ✺ᨃ⦖ᩥࠖとして

いたが、その後ࢣࣁࠕ目ỿ⥺ᩥ などとしている（篠原ࠖᩥ✺่ࢣࣁࠕࠖ 2009）。直近では轟　直行Ặが

⥺目ỿࢣࣁࠕ 轟）ࡾとしておࠖᩥ✺่ࢣࣁࠕࠖ 2017）、筆者もこれを᥇用する。

㸳）㰻藤Ặᥦၐのࠕ下戸塚式（1 式）ࠖ には㈶ྠするが、下戸塚 1 式とした土器⩌について、東海地方のせ

⣲のఏ᧛は一時ⓗで時期を⤒るごとにῶᑡしていࡃ（㰻藤⍞ 2018　S�149）、としている点は㤳⫯しが

たい。菊川式とは、あるいは東海東部とは、松本Ặが記したようにࠕ型式ኚ化の㌶道が一部ඹ᭷ࡉれࠖ

ておࡾ、┦஫㛵ಀがἼ≧ⓗに⥅⥆ࡉれているのが☜ㄆできる஦ᐇ㛵ಀである。ࠕࠕ本郷弥生町ࠖの出⮬

をことࡉら東海地方にまでồめなࡃともよいように、⚾にはᛮわれるのである （ࠖ㰻藤⍞ 2018S�158）

ともしているが、㤳⫯できない。東遠Ụから西㥴Ἑにᗈがる࣑ࣔࢲ型ናの➃末⤖⠇ᩥが新たにἼཬし

てྲྀࡾධれられたのが下戸塚式新期の➃末⤖⠇ᩥናであࡾ、それが直᥋ⓗな系㆕として୺流化したの

が弥生町式土器である。ࠕ下戸塚２式ࠖを᥇用できないᡤ௨でもある。

㸴) 安藤Ặが久ヶ原Ⅱ式古としたናは⤖⠇ᩥࡸ௜加᮲３✀とỿ⥺区⏬がే用ࡉれておࡾ、⤖⠇ᩥ区⏬ᶓᖏ

⦖ᩥの஦౛としてあࡆたᙳ向寺出土ናは久ヶ原Ⅱ式新に⨨いている（安藤 2017）。㒔❧田ᅬㄪᕸ㧗➼

Ꮫᰯ地ෆ遺跡２号方形周溝墓出土土器に４᮲の⤖⠇によࡾ区⏬した二ᖏᶓᖏ⦖ᩥと下部に山形ᩥを㓄

したናがある（ᩧ藤あ 2017）。山形ᩥはࡸࡸᔂれているが、ཱྀ縁部はᢡ㏉し≧ཱྀ縁でእ方に㛤き、㢕

⬗部も⦪に㛗ࡃ、ྠ᭩では久ヶ原Ⅱ式古ẁ㝵に఩⨨࡙ࡅられている（S�69）。東台遺跡出土ናは本ᩥ

中に述࡭たとおࡸࡸࡾ新しいせ⣲があࡾ、久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵としたいところである。

㸵）山中型᭷ẁ㧗ᆗの⟶ぢにゐれた出土౛として、大田区 / ⇃野神社௜近遺跡 <� ４号住出土㧗ᆗ（⡿川・

௚ 1991、野本 目黒川流域のⅲ森遺跡１次環濠上ᒙ出土㧗ᆗ（合田・本山ࡸ（2017 2012）があࡆられる。

前者は、久ヶ原Ⅱ式古にకっておࡾ、ᆗ部に᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれた山中Ⅱ式１ないしは２ẁ㝵とぢら
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れる。後者は、᷸ᥥἼ≧ᩥをḞࡃ山中Ⅱ式３ẁ㝵で⇃野神社౛よࡾ新しࡃ、午王山㸳次 62 号住出

土஦౛に近い。環濠上ᒙからは吹上遺跡３次３号溝出土ና（第 12 図 17）とྠᵝの山形ᩥが㔜なっ

て㐃⥆⳻形ᩥとなったናが出土している（ただし、⩚≧⦖ᩥではなᩳࡃ行⦖ᩥ）。ྠ中ᒙからは⤖

⠇ᩥ区⏬二ᖏでその下఩にỿ⥺区⏬山形ᩥを㓄したናも出土しておࡾ、前後㛵ಀがあるとしても近

᥋した時期と⪃࠼たい。

㸶）タᴦ༤己Ặは、この土器は東海東部の土器とྠࡌ≉ᚩをもつとしつつ෇形ᾋᩥが⦖ᩥの上➃に௜

いていることは㥴Ἑ地方にない、との加⣡ಇ௓Ặのᣦ᦬（㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯南㛵東の弥生土器ᐇ行ጤဨ会

2005）を⤂௓し、地ඖで〇సࡉれたものとしている（タᴦ 2011S�66）。そのとおࡾであるが、本ᩥ

中に記したように本来ᾋᩥは .L1 と .L の中間点にあࡾ、.L1 と .L のどࡕらかの┬␎によってᾋᩥ

の఩⨨にኚືが生ࡌる。このことは、下戸塚式のẁ㝵から☜ㄆできる。

࠙ᘬ用・ཧ⪃ᩥ⊩ (図∧出඾をྵࡴ ࠚ(

赤塚次郎 る弥生時代後期の土器編年ࠖࠗࡅⅡ ⃰尾平野におࠕ2002 ඵ王子遺跡　⪃ᐹ編࠘ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化

㈈࣮ࢱࣥࢭ ㄪᰝሗ࿌᭩第 92 集 SS�25�4 ㈈ᅋἲேឡ▱県教⫱࣮ࢱࣥࢭࢫࣅ࣮ࢧ　ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化

㈈࣮ࢱࣥࢭ

ኳヶᔱᓅ 2003ࠗ川越城跡 (第 11 次ㄪᰝ )࠘川越ᕷ遺跡ㄪᰝ会Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 27 集  川越ᕷ遺跡ㄪᰝ

会

安藤ᗈ道 る宮ノ台式土器の⣽分ࠖ上・下ࠗ古代ᩥ化࠘第ࡅ神ዉ川県下末吉台地におࠕ1990 42 ᕳ第 6・7

号　㈈ᅰἲே 古代Ꮵ༠᭳

安藤ᗈ道 �,第Ⅲ部　編年編　南㛵東地方（中期後半・後期）ࠖࠗ<Aࠕ1996  ࠘ SS�241�258 弥生土器をㄒる

会

安藤ᗈ道 東ி‴西ᓊ～┦ᶍ川流域の後期弥生式土器の᳨ウࠖࠗࠕ2009 南㛵東の弥生土器 2 ～後期土器を

࣮ࢲる～࠘⪃古Ꮫ࣮ࣜ࠼⪄ 16 SS�114�128 㛵東弥生時代◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓代ᰩ谷

遺跡◊✲会編　භ一᭩ᡣ

安藤ᗈ道 2015DࠕⅣ �ྛ地の弥生土器ཬࡧ平行期土器⩌の◊✲㸴 㛵東ࠖࠗ 弥生土器࠘⪃古ㄪᰝࢵࣈࢻࣥࣁ

ࢡ 12 SS�344�396 （ᰴ）ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣗࢽ社　

安藤ᗈ道 2015E࣒ࣛࢥࠕ 1　久ヶ原・弥生町期のᮍ来㸽ࠖࠗ ิ島東部におࡅる弥生後期のኚ㠉࠘⪃古Ꮫ࣮ࣜ

࣮ࢲ 24 SS�279�286 西┦ᶍ⪃古Ꮫ◊✲会　西川ಟ一・古屋紀அ編　භ一᭩ᡣ

安藤ᗈ道 久ヶ原遺跡と久ヶ原式土器ࠖࠗ土器からぢた大田区の弥生時代―久ヶ原遺跡Ⓨぢ、90ࠕ2017 年―࠘

SS�152�161　平成 28 年ᗘ≉ูᒎ　大田区❧郷土༤≀㤋

石川日出志・藤Ἴၨᐜ・㝮田　┾・௚ 1994ࠗ向原遺跡࠘東ி㒔住宅ᒁ　ᯈᶫ区向原遺跡ㄪᰝ会

石川日出志・藤Ἴၨᐜ・௚ 1999ࠗ西台後藤田遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩―第１地点―࠘東ி㒔住宅ᒁ、㒔ෆ第

二遺跡ㄪᰝ会 西台遺跡ㄪᰝᅋ

石川日出志 2008 新Ἠ社　050ࠖࡪ遺跡をᏛࠕࢬ࣮ࣜࢩ弥生時代ࠖのⓎぢ　弥生町遺跡࠘ࠕࠗ

石川日出志 2010ࠗ㎰⪔社会の成❧࠘ࢬ࣮ࣜࢩ日本古代ྐձ岩Ἴ新᭩ 1271 　岩Ἴ᭩ᗑ 

石川日出志・松田　ဴ ㄽࠖࠗ⥲ࠕ2014 ⇃谷ᕷ前中西遺跡をㄒる࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 23 SS�3�33 㛵東弥生

ᩥ化◊✲会ᇸ⋢弥生土器ほ会編　භ一᭩ᡣ

石川安ྖ・柿沼ᖿኵ・宅間清公 ・ときがわ町◚岩遺跡―㛵東地方西部域 弥生時代中期末ⴥの遺跡ࠕ2017
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遺≀の一஦౛―ࠖࠗ ᇸ⋢⪃古࠘第 52 号 SS�19�30 ᇸ⋢⪃古Ꮫ会

石ᆏಇ郎・௚ 1994ࠗ花ノ木・向原・柿ノ木ᆏ・Ỉ久ಖ・୸山台࠘ᇸ⋢県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ஦ᴗᅋሗ࿌᭩第

134 集　㈈ᅋἲேᇸ⋢県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ஦ᴗᅋ

ᕷẟ　໏・㌴ᓮ正ᙪ・松本　完・௚ 1996 ࠗ 下戸塚遺跡のㄪᰝ࠘第 2部  ᪩稲田大Ꮫᰯ地ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ

ᐊ編　᪩稲田大Ꮫ

ఀ藤⋞୕・Ᏺ屋ᖾ一 2000ࠗ中台␊中遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩  ࠘中台␊中遺跡ㄪᰝ会　日❧〇సᡤ

Ụ原　㡰 ᮅ㟘ᕷ郷戸遺跡出土の土器ࠖࠗࠕ1998 あらかわ࠘๰ห号 SS�23�28 あらかわ⪃古ㄯヰ会 

↷ᯘ敏郎・Ụ原　㡰 2002ࠗ中道・岡台遺跡第 3 地点Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩࠘ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第

20 集　ᮅ㟘ᕷ教⫱ጤဨ会

大☾町編 2007ࠗ大☾町ྐ 10 ู෉ ⪃古࠘

大村　直 2004ࠗᕷ原ᕷ山田ᶫ大山台遺跡࠘ᕷ原ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭㄪᰝሗ࿌᭩第 88 集

尾形敏則 志木ᕷ田子山遺跡の弥生時代後期の஦౛について―田木山遺跡第ࠕ1998 31 地点の弥生時代 21

号住ᒃ跡出土の資料―ࠖࠗ あらかわ࠘๰ห号 SS35�53 あらかわ⪃古ㄯヰ会

尾形則敏 第ࠕ1999 3 ❶　富士前遺跡第 15 地点のㄪᰝࠖࠗ 志木ᕷ遺跡⩌㸷࠘志木のᩥ化㈈第 27 集　

SS�16�21 ᇸ⋢県志木ᕷ教⫱ጤဨ会

柿沼ᖿኵ Ⱚ川流域の宮ノ台式土器ࠖࠗࠕ2003 ᇸ⋢⪃古࠘第 38 号 SS�61�101　ᇸ⋢⪃古Ꮫ会

柿沼ᖿኵ 岩鼻式土器についてࠖࠗࠕ2006 土᭙⪃古࠘第 30 号 SS�1�28 土᭙⪃古Ꮫ◊✲会

柿沼ᖿኵ 2009ࠕ⿵㊊・意ぢ―࿴ගᕷ午王山遺跡におࡅる岩鼻式土器―ࠖࠗ 南㛵東の弥生土器 2―後期土

器を⪃࠼る―࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 16 SS�192 㸫 202 㛵東弥生時代◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓

代ᰩ谷遺跡◊✲会編　භ一᭩ᡣ

柿沼ᖿኵ 2012ࠗ弥生時代後期地域社会の⪃古Ꮫⓗ◊✲―北武蔵地方を中ᚰに―࠘ᇸ⋢大Ꮫ大Ꮫ㝔ᩥ化⛉

Ꮫ◊✲⛉

柿沼ᖿኵ 2013ࠕⲨ川下流域弥生時代後期土器に㛵するぬ᭩ࠖࠗ ᇸ⋢⪃古  ࠘第 48 号 SS�5�28 ᇸ⋢⪃古Ꮫ

会

柿沼ᖿኵ 前中西遺跡の周辺をᕠるㄢ㢟ࠖࠗࠕ2014 ⇃谷ᕷ前中西遺跡をㄒる࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ 23 SS�67�

89 㛵東弥生ᩥ化◊✲会　ᇸ⋢弥生土器ほ会編　භ一᭩ᡣ

柿沼ᖿኵ ࠗࠖ―㢕⬗部ᖏ⦖ᩥ⏎―஺ᕪ編年・地域間஺流の㘽ࠕ2016 ᇸ⋢⪃古࠘第 51 号 SS�19�36 ᇸ⋢

⪃古Ꮫ会

ᰩ原ᩥ蔵・野部ᚨ⛅ 1973ࠗ岩の上・㞡子山࠘ᇸ⋢県遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 1集　ᇸ⋢県教⫱ጤဨ会

黒ἑ　ᾈ ࠗࠖ―池式土器のᥦၐࢵ池遺跡出土弥生土器の෌᳨ウ―二ࢵ神ዉ川県二ࠕ2003 明἞大Ꮫ༤≀㤋

◊✲ሗ࿌  ࠘第 8号 SS�21�58 明἞大Ꮫ༤≀㤋஦ົᐊ

黒ἑ　ᾈ 池式土器の᳨ウを中ᚰに―ࠖࠗ㥴台ྐᏛ࠘ࢵる弥生時代後期土器⩌のື向―二ࡅ南㛵東におࠕ2005

第 124 号 SS�49�72 㥴台ྐᏛ会

小出輝雄 1978ࠗ富士ぢᕷ中ኸ遺跡⩌Ⅰ࠘ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌第 15 集　富士ぢᕷ教⫱ጤဨ会

小出輝雄 1983ࠗ㔪ヶ谷遺跡⩌―南通遺跡第 3 地点のㄪᰝ―࠘富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会ㄪᰝሗ࿌第 21 集　富

士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会

小出輝雄 ᇸ⋢の弥生後期土器についての一⪃ᐹ（ணᐹ）ࠖࠗᇸ⋢の⪃古ᏛⅡࠕ2006 　࠘SS�251�260　ᇸ⋢

⪃古Ꮫ会編　භ一᭩ᡣ
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合田ⰾ正・本山直子（2012）ࠗ ⅲ森遺跡第１次Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩࠘目黒区ᇙ蔵ᩥ化㈈Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 24

集　ඹ࿴㛤Ⓨᰴ式会社

小ᯘ行雄・ᮡ原Ⲯ௓編 1968Dࠗ弥生式土器集成　本編１࠘日本⪃古Ꮫ༠会弥生式土器ᩥ化⥲合◊✲≉ู

ጤဨ会　東ிᇽ

小ᯘ行雄・ᮡ原Ⲯ௓編 1968Eࠗ弥生式土器集成　本編２࠘日本⪃古Ꮫ༠会弥生式土器ᩥ化⥲合◊✲≉ู

ጤဨ会　東ிᇽ

小ᯘ⌮ᜨ 西台遺跡ࠖࠗࠕ1995 ᯈᶫ区ྐ　資料編１　⪃古  ࠘SS�502�507 ᯈᶫ区

ᩪ木　຾・௚ 1974ࠗᕷ原ᕷ菊間遺跡࠘ᡣ⥲⪃古資料ห行会

ᇸ⋢⪃古Ꮫ会編 1976ࠗᇸ⋢県土器集成４࠘

  　今ἨὈஅࠕ㝃川遺跡  ࠖSS�31�32 図∧㸵

  　柿沼ᖿኵࠕ➉間ἑ本村遺跡  ࠖSS�45�47 図∧ 16

  　佐々木ಖಇࠕ南通ࡾ遺跡  ࠖSS�40�42 図∧ 12・13

  　谷஭　᙭ࠕ台の城山遺跡  ࠖSS�43�45 図∧ 14・15

㰻藤あࡸ 2017ࠗ土器からぢた大田区の弥生時代―久ヶ原遺跡Ⓨぢ、90 年―࠘平成 28 年ᗘ図㘓　大田区
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ᩧ藤　⣧ 第㸶❶　稲荷山・郷戸遺跡第ࠕ2010 9 地点のㄪᰝࠖࠗ ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌集ሗ 1࠘

ᮅ㟘ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第 33 集　ᮅ㟘ᕷ教⫱ጤဨ会

㰻藤⍞✑ 下戸塚式というど点ࠖࠗࠕ2010 古代࠘第 123 号 SS�53�72 ᪩稲田大Ꮫ⪃古Ꮫ会

㰻藤⍞✑ ࠗࠖ―第㸷❶　下戸塚式というど点―㛵東地方後期弥生土器型式のᥦၐࠕ2018 弥生土器型式⣽

ูㄽ  ࠘SS�140�159 ྠ成社

佐々木ಖಇ・小出輝雄 1984ࠗ㔪ヶ谷遺跡⩌࠘富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ会ㄪᰝሗ࿌第 23 集　富士ぢᕷ遺跡ㄪᰝ

会

佐々木ಖಇ・ෆ野⨾ὠỤ・宮川ᖾెࠗ西原大塚遺跡Ⅱ࠘ᇸ⋢県志木ᕷ西原≉ᐃ土地区⏬ᩚ⌮⤌合　ᇸ⋢

県志木ᕷ教⫱ጤဨ会

笹森紀己子 ࠗࠖ―ና形土器のᩥᵝを中ᚰに―࡬久ヶ原式から弥生町式ࠕ1984 土᭙⪃古࠘第 9号 SS�17�40　

土᭙⪃古Ꮫ◊✲会

佐原　┿ �ሮ　2�B⿵ 9ࠕ1987 遠㈡川系土器のᢏἲࠖࠗ 弥生ᩥ化の◊✲࠘4　弥生土器Ⅱ SS�218�222　雄

山㛶

㩪島࿴大 弥生町のናと環濠集落ࠖࠗࠕ1996 東ி大ᏛᩥᏛ部⪃古Ꮫ◊✲ᐊ◊✲紀せ࠘第 14 号　SS�131�

154　東ி大ᏛᩥᏛ部⪃古Ꮫ◊✲ᐊ

篠原࿴大・山下英郎 る後期弥生土器の編年ࠖࠗࡅ㟼岡県におࠕ2000 東日本弥生時代後期の土器編年࠘ࠝ 第

1分෉  ࠞSS�72�197 東日本ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲会⚟島県ᐇ行ጤဨ会　⚟島県❧༤≀㤋

篠原࿴大 ┦～ື⛣のࢺࣄ㥴Ἑ地域の後期弥生土器と土器の⛣ື（⿵遺）ࠖࠗ㺚㺻㺬㺽㺚㺼㺑㺯 弥生後期のࠕ2001
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篠原࿴大 ࡬に菊川式土器の東ி‴北東ᓊࡃ南㛵東・東海東部地域の弥生後期土器の地域ᛶ―とࠕ2009
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ᇸ⋢弥生土器ほ会　ඵ༓代ᰩ谷◊✲会編　භ一᭩ᡣ
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南㛵東の弥生土器ᐇ行ጤဨ会編࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2005ࠗ南㛵東の弥生土器࠘⪃古Ꮫ࣮࣮ࣜࢲ㸳　භ一᭩ᡣ
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轟　直行 ࠗࠖ✲◊菊川式土器の成❧に㛵するࠕ2017 古代ᩥ化࠘92/�69 SS�22�40 公┈㈈ᅋἲே 古代Ꮫ

༠会

中ᔱ㑳ኵ 㣤田式ࠖの෌᳨ウࠖࠗࠕ菊川式ࠖとࠕるࡺいわࠕ1988 ㌿機࠘２号 SS�119�150 ㌿機ྠே会
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松本　完 第４❶ 第１⠇　出土土器のᵝ┦と集落のኚ㑄ࠖࠗࠕ1996 下戸塚遺跡のㄪᰝ࠘第２部　SS�581�

647  ᪩稲田大Ꮫᰯ地ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝᐊ編　᪩稲田大Ꮫ

松本　完 2007ࠕ武蔵野台地北部の後期弥生土器編年―ᇸ⋢県࿴ගᕷ午王山・吹上遺跡出土土器を中ᚰ
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森本භ∞・小ᯘ行雄編 1938・1939ࠗ弥生式土器⪹成図㘓 正編 ・࠘ࠗ ྠ　ゎㄝ 　࠘東ி⪃古Ꮫ会Ꮫሗ第１෉　

東ி⪃古Ꮫ会

安田⬶一 2017ࠗ⿦㣭ናからࡳた弥生時代のᮅ㟘࠘第 32 ᅇ௻⏬ᒎ　ᮅ㟘ᕷ༤≀㤋

౫田㈼ோ・௚ 2013ࠗᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡 ( 第 18・19 次ㄪᰝ )࠘࿴ගᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第 51 集　

࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ会　࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会
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ᕷ遺跡ㄪᰝ会　࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会

⡿川ோ一 第ϰ❶　第３㡯 弥生土器ࠕ1991  ࠖ佐々木藤雄編ࠗ山王୕丁目遺跡  ࠘ SS�189�203 ⇃野神社遺

跡⩌ㄪᰝ会


